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あ
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す
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あ
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す
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概
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参
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資
本
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資
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と
い
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と
は
、

そ
の
部
門
S

準

的

な

生

盡

条

件

で

生

産

‘

販

売

を

営

む

に

必

要

な

資

本

量
 

で
i

そ
れ
は
具
体
的
に
は
、

I

該
部
門
に
お
い
て
標
準
的
崖
力
を
あ
げ
う
る
.
の
に
最
低
必
要
な
：生
産
規
模
と
生
産
技
術
体
系
と
を
.も 

つ
エ
H

 

-

霧

‘

建
物
等
の
固
定
資
本
と
、
②
そ
の
H

I

稼
動
す
る
に
必
要
な
労
働
力
お
よ
び
そ
の
生
産
に
1

な
原
料
•
補
助
材
料 

等
の
济
動
資
本
と
か
ら
な
る
生
産
部
面
へ
の
と
、
©

そ
の
製
品
の
販
売
に
必
要
な
於
論
耐
“

於
裏
と
か
ら
檇
成
さ
れ
る
。
こ
の

■固 

定
资
本
と
流
動
資
本
と
か
ら
な
る
生
産
部
面
へ
の
投
資
額
を「

工
場
あ
た
り
'
の
必
耍
資
本
量」

'
と

規

定

し

、

生

産

部

面

と

流
通
部
面
へ
の
両
^
 

粧
を
含
む
も
の
.
}

j

企
業
あ
た
り
の
必
要
資
本
量」

と
規
定
し
て
お
き
た
.
い
。
.着

部

E

に
お
け
る
標
準
的
な
資
本
規
模
を
.問
題
に
.す
る
場
合
、

こ
の
よ
う
なH

場
レ
へ
ル
で
の
襲
と
_

レ
ベ
ル
で
の
•

襲
と
を
峻
別
し
て
お
.く
こ
と
は
、

前
_

の

「

震

Q

経
済
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とQ

麗

か

ら

も

必
要
で
.あ
：る
。
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エ
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た
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要
資
本
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を
算
出
す
る
場
合
、.そ
の
固
定
資
本
部
分
.を
算
出
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
崖
と
な
■る
0

そ
れ
は
、
な
に 

よ
り
も
現
代S

業
独
占
資
本
が
、
：大
規
模
生
産.の
.利
益
，I

し
い
追
求
I

、姿
 

そ
の
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と
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要
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庞
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つ
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参
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障
壁
を
形
成
し
.
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る
か
.

ら
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^

わ
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国
主
要
奮
産
業
に
お
け
る
攀
と
独
占
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8 5 .8  

6 2 . 1

高 位 全 部  

低 位 部 分  

高 位 部 分  

低 位 部 分

(5) 上位企業平 
均使用総资本篮 
(昭和40年下期)

丨（カツコ内調杏企業数’ 
(坩位西万丨1])

屻 位 . へ .
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⑦ 8 0 ,3 9 8 ( 6) 

⑫ '  47, 202( 1 )  
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2.20 (10)
2. 20 ( 5)

1 .00 ( 3)

3. 67 ( 6)

9. 33 ( 3) 

1.75 ( 2)

2 .00 ( 2) 
24.00 ( 7)

(A) 上位企業平 

均工場保有数 

( 昭 和 3 9 年 度 ）

(力ッコ内調杏企業数)

*  1.67 ( 9)

1.50 ( 4)

*  1.60 (10)

*  2 .00 ( 5)

2. 50 ( 4)

*  2 .00  ( 8)
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2 .00 ( 3) 1 3 .596 ( 3) 腕 時 計 100.0 高 位 全 部 " ，，
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トン， ァ ル ミ 年 雍 5 万 ト ン の 統 合 工 場  
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こ
0-
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「

ェ

場

あ

た
.
り
.
必
.要

資

本

量

」

，
の.
う
.
ち

：
の

固

定

資

本

部

分

.
’ 

(

•以

下
,'
'

工

場

建

設

必

要

資

本

量

七

い
，う)

…

を
ま
ず
算

出

する

必

要

があ
る
。

当

該

部

門

に

お

い

：て

母

.，：
ー

土

場

制

企

業

が

一

般

的

，
で

あ

れ

ば

ゝ

.
ェ
#

建
設
必
要
罾
^

暈

は

箪

，
ー

£

*

の
；
そ

れ

で

よ
.
‘い
が
、
.多
数
ェ
場
制
企
業
が 

単 

一H

場
制
企
業
よ
り
も
生
産
：
販
売
費
用
上
有
利
な
部
門
で
：は
、±

場
建
設
必
要
資
本
量
は
、単

.：

一
工
場
の
そ
れ
の
'
何
倍
か
に
な
る
か
ら
、
ェ 

場
建
設
必
要
資
本
量
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
①
単
一
ェ
斯
建
設
必
要
资
本
量
と
@

多
数
ェ
場
制
企
業
の
有
.利
1

か
&
.
と
が
調
べ
ら
れ
る
必
要 

が
あ
る
。

,

「

工
場
あ
た
り
の
，必
要
資
本
量」

の
う
ち
の
流
動
資
本
は
、
右
の
固
定
資
本
の
大
き
さ
に
よ
.
っ
て
決
定
.さ
れ
る
3

な
ぜ
な
ら
"

：ぼ
1 /
員
本
の
う 

ち
' 

の
労
働
力
.
は
技
術
の
発
展
な
い
し
資
本
の
有
機
的
^

ぽ
の
高
度
化
に
：よ
.
っ.
て
相
対
的
に
蔽
少
す
る
と
は
い
え
、
ま
，た
原
料
•

補
助
材
料
は
、「

i
 

動
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約」

.
に
よ
っ
て
生
産
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
相
対
的
に
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る(

前
稿
⑶
参
照)

と
は
い
え
、
そ
れ
ら 

は
絶
対
的
に
は
固
定
資
本
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
性
格
の
も
の
‘で
あ
る
か
ら
、
総
じ
て
流
動
資
本
は
固
定
資
本
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ 

る

。

そ

れ

ゆ

，
え

、
，

「

ェ
-
場
あ
た
り
‘
の
必
要
資
本
量
ぃ
の
う
ち
'
の
流
動
資
本
部
分
は
、

そ
の
固
定
資
本
の
犬
い
さ
と
の
関
係
で
，測
定
さ
れ
る
べ
き
で 

あ
る
'
。
し
か
し
、
こ
.
.の
流
動
資
本
量
は
、
各
企
業
間
.お
よ
び
同
じ
規
模
の
企
業
間
で
も
か
な
り
異
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
の
で
、
ま
た
こ
れ 

を
統
一
的
に
知
る
資
.料
が
な
い
の
で
、■
本
稿
で
は
こ
の
算
出
は
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

，参
入
に
必
要
介
流
通
部
面
へ
の
投
資
額
の
算
出
は
、
現
在
の
参
入
障
壁
研
究
に
お
い
て
は
看
過
し
え
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
現
往
か
な
り 

の
産
業
に
お
い
て(

わ
が
国
に
お
い
て
典
型
的
に
は
岛
動
取
産
業
、
タ
ィ
ャ
チ
ュ
ー
ブ
産
業
、
家
庭
電
機
産
業
等)

、
多
く
の
巨
大
企
業
は
、

当
該
商
品
の 

流
通
部
門
を
統
合•

支
配
し
、
.市
場
配
給
組
織
を
所
有
V
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
既
存
大
企
業
が
市
場
配
給
組
織
を
所
有•

支
配
し
て
い 

る
部
門
で
は
、
参
入
企
業
は
こ
れ
と
対
抗
し
て
ゆ
く
た
め
に
流
通
部
面
へ
の
愿
大
な
資
本
投
下
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
必
要
資
本 

量
は
、
生
産
部
面
へ
の
投
下
資
本
量
ば
か
り
で
な
く
流
通
部
面
へ
の
投
下
資
本
量
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
の
で
、
.参
入
に
必
要
な
流
通
部
面
へ 

の
投
資
領
を
算
坩
す
る
と
.と
枕
現
在
き
'わ
め
.て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
態
を
知
る
資
料
梂
現
在
枝
と
ん
•ど
入
手
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
.
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ア

家庭電機 

製
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糖

リ ン グ  

用 汕

(■ カ ラ ーテレビ

L冷 蔵 庳  

粉

.フ イ ル ム

グ ル タ ミ ン 酸 ソ

製 品 （牛 乳 ）

〔m 〕

一工場あたり10隐 

円〜50億円のかな 

り大きな資本を必 

耍とする産業

3, 000 〜 

3, 000 〜 

1,000〜  

1,700〜 

1,000  〜  

500〜 

500〜

1, 200~  

100〜

6, 700 

5,100 

4, 400 

3, 300 

3, 000

2, 400

3, 000 

2, 700 

1,700

800

年産 3 万 6 千〜 5 万 4 千キロリットル 

日産500〜1 , 0 0 0 トン

産 3 0 0 トン抽出工場と大型サイp 保有 

月産 1 万台〜 5 万台 

月産 7 万台〜1 5 万台 

日産200〜8 0 0 トン 

月産 3 0 万平方メートル 

月産 500〜6 0 0 トン 

年産 4 0 0万本〜8 0 0万本

⑴

鉄

石

ti

石

ア

造

鋼

汕 化 学  

動 屯

汕 精 製  

， ミ 精 鍊  

船

合 成 戡 維 （ナイロン） 

紙 パ ル プ  

板 ガ ラ ス  

セ メ ン ト

诌動屯タイヤチューブ 

アンモニア系化学肥料

分 類 U

(2)

〔I 〕
- -工場あた 0 100 

億円以上のきわめ 

て巨；̂な資本を必 

要とする鹿業

〔n 〕

—工場あたり50僚 

n 〜l o o 億円の非 

常に大きな資本を 

必驳とする産業

⑶
雄 場 必

(昭 和 3 7 年〜4 2 平）

-I * II*.
小 JU.
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必处资本适（!れ位西万H)
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附 表 （1) わが国主要最新鋭工場建設資金予算額

( 昭和 3 7年 か ら 職 ま で に 臟 さ れ た ，ないし新設計両が発表されたェ接》

 ------------ ------------------- — 止！色’」 :！土 』 ^ ^ ! と —トン. B = バ- レル， 年産’ M = 月産，D = n 産）迚 設 予 麵 （靴 西 万 円 ）の順淬

川崎製鉄千葉 3 8 0万T /Y 1 3 2 ,6 0 0 ,仵友和歌山 6 0 0万T /Y  2 1 1 9 0 0  H 太伽的炉山：    ..二 一""____________ 一 一

^ 3 , 6 0 0 T / D X 4 ^  4 1 , 0 0 0 ,製銅〔L D 転 炉 蕭 X 2 淋 x ，2 T 祖 幣 = : = = 8 , 0_ 湾 8 : 700, 製鉄〔コークス炉 9 6 門 对 炉 ，焼 結 機 1000T /D X 6逛
三 菱 汕 化 酿 ヱ チ レ ン 3 0 万 W 9 0 ，_ ,  ス ト リ ツ フ ミ ル ， メ ツ キ ， 厚 板 ， 線 材 ， 鋼 鑛 そ の 他 7 1 ，_

f 力 — 台 当 り4 0 0 万 円 と さ れ ， 1 万 台 ，月 娘 °°0 ' 1 、す ， 沢 7 千 瓦 台 / M  3 7 , 1 0 0

ミ 敷 丸 - ^ 万; ^ 。識 出 光 石 油 ■ 万 聰 ，鐵 卿 岸 10万 卿 謂  

^ 9 3 7 , 住友化学新居浜アルミ6 爾 議 ， 横 れ ル ミ ナ 1 3 万— 1 8 歸 驗 千 葉 ア ル ミ 新 設 3 万 5 千 机 ■ 職 W)

よ ^ 3^ ‘ ト2，=  4’ 200, 川崎造船坂出5 0万M 卜ンドツク5, 400- 三菱1Bエ丧崎50 7顧 ト ソドツク6 , 8 1 7 ,石川鳥播磨石川岛第二工場n ,  586,
L_____ __________ _______________

ナイ ロ ン呉羽敎贺 15T/D 6, 981, 鐘淵防府  28. 6 T/D 10, 524, "fTi^ 治  5 0 T /D ^ 4 9 5
ポリヱステル倉レ岡山 15T/D 4 , 717, 倉レ玉島 15T/D 5 , 200, 日レ愛知 15T/D 4 , 717

王子製 _ 、牧S ル^ 溫 _ ，十条製紙勿来 9, 258, 大 昭 和 鈴 川 よ ぶ 織 5 , _ , 東海パルプ 4, 998, 国策パルプ旭川 4, 766

3 板f 子 舞 鶴 ( フロ - ト式) 5。万箱 /年 3 ,5 。。

^ - ^ ^ m e , o o o S s , 0 0 0 ! ^

新 願 I ンモ：ア 酬 D S’ OOO,— 細 大 阪 ア ン む ア 獨 观 黯 嶋 戰 444

R 本精：！: 山 梨 1,031，同 藤沢 2, 4 0 0 ,光洋精エ青梅 1，587，同 徳 島 1，810，同国分 4 ,3 8 1 
昭和産業祌戸 300T/D 2 万 5 千トンサイロ 1，747, H 淸 製 粉 騷 300T/D 3, 264 ’

: ユ = = = = = = = = 阜 5 万台/M 3,麵

検討中，鳥 越 製 粉 広 岛 卿 請 ，太陽製粉福岡丽 細 0
協和醱酵防府 500T /M 1 , 2 2 1 ,武丨丨丨薬品高砂600T/M 1,700 
チ ー ズ 雪 印 伊 丹 875T/M 1,331

m 144, 卿 輸 49, 囉 請 ，職 細 ，■ 職 245, _ _ 27G， 獅 歌 嫌 ，■ 京 細 ， 麵 戸 579, 森

滕 B 范線佐倉ヶ一フル2 , 800，古7 "丨爾線千葉ヶ一ブルその他7 980 

標準常動機3 万台 / M の m o d e l工 場 1，450，変圧器三菱伊丹2 642 

不叨

不 明 （5 万錘程度の新設工場はない 。 ) ‘

腕 ,,— L  ( 音さ_ こごてみるとリズム時計益子1 0万個 / M 196, ジェコ - 行m 1 0万個 / M 則

5 8 を参照。

号

对
H

U



附 表 ⑵ 工 場 あ た り 平 均 生 産 高

業 嵇

鉄 鋼 （机 鋼 )
石 油 化 学 （ニ チ レ ン ） 

出 動 咐 （乗 ル >10 

石 汕 精 製  

ア ル ミ 精 錬 （アルミ地金） 

造 船 （鍋 船 ）

紙 パ ル プ ，

合 成 繊 維 （ナ イ n ン） 

，（製紙パルプ）

(洋 紙 ）

板 ガ ラ ス

セ メ ン ト

1*1動 卑 用 タ イ ヤ チューブ 

化 学 肥 料 （アンモニア）

7

家庭羝機

m  (精 製 糖 )
リ ン グ  

m  汕

ラ 一 テレビ）

冷 藏 庫 ） 

製 粉

フ イ ル ム

グ ル タ ミ ン 酸 ソ 一 ダ

乳 製 品 （飲 m 牛乳）

/(力

((冷

(A)
総 生 ： m 高

一— M i 1L 3 ? J i i ) _________

3 9 ,7 9 9 ,1 6 1トン 

723,720 トン 

579, 660台 

1,858, 340ハ— (‘さ 

265,760 ト 'ノ 

4, 078, 712総 ト ソ

せ 場 数

1 1 9 ,1 2 1トン 

4, 568, 505 トン 

3, 702, 909 トン 

15,188, 000箱 

32, 981,298 トン 

159, 529 トン 

1,907, 579 トン

2 ,。21，246言ットノロレ 
1,563, 908 トン

310, 853,000 個

70,810  台

3, 041,252台
27, 7 8 7 トン（注2) 

16,773； 000 . 方

55, 060 ト 'ノ 

10,702西万木

/

V
 

-

8

3

5

7

4

1

0

8

8

8

0

3

0

1

0

2

0
 

1
3 

2

1

5

1
 

5

5

2

-

2

5

6

 

1

 

: 

3

463

4

8
2,462

(C)
一工場当り平均生産高 

( A / B )

(D) " …—— 
総 出 荷 額  

(昭 和 3 9 年）

2, 094, 692 トン / 句:- 2, 628, 8 7 3 (^ 6 1
9 0 ,4 6 6トン/年

3, 716台/月 

5 3 ,0 9 5 ’ 、-
1,059, 943 

597,649
37, 9 6 6 トン/尔 23,156

169. 9 4 6トン/年 437, 878

4 0 トン/日 245, 083
78, 7 6 7 トン/年 33, 424
3 1 ,3 8 1 トン/年 316,749

1,898, 500箱/年 39, 724
54, 9 6 9 トン/月 146, 309

2 5 1トン/月 129, 456(f)： 7)

3 1 8 トン/口 118, 454 («： 8)

101, 062kl/年 295,438
1 0 0トン/H 214,176

863, 000個/年

p o トン/ R 
乙1 (注5 )

93, 961 

15, 445

367, 392 (iU 9)

6 0 トソ1 fH 170, 465
4,163, 000m2/年 49, 567 (n：10)

5 7 4 トン/月 32, 517
435万本/年 250, 395 (注⑴

(E) — 
㈧ の 资 料

(F)
( B ) の 资 料

1■鉄鋼統計年報j 1964年 

『化学工業統計年報 j 1964年 

『内動屯年鑑』 1965年 

J■石汕統計年報』 1964年 

F非鉄金属需給統計年報』 1964年 

1■海運統評年報』 1964年

F工業統計表』企業編1964年 

有価証券報告書 

同左 

同左

有価証券報告書 

前 掲 『工業統計表 j

『織維統訏年報』 1964年 

r紙パルブ統計年報』 1 964年 

"

『窯業統計年報 j 1964年
It

r ゴム.愆化ビニル統訏年報』 1964年 

*■化学工業統計年報j 1964年

有础証券報告窗 

前 掲 1■工業統計表』

”

”

"

"

F国税庁統計年報 j 1 964年 

F食糧管理統計年報 j 1 9 6 4年 

F機械統計年報 j 1 9 6 4年

*■機械統計年報j 1964年 

"

f食糧管理統計年報』 1 964年 

1■化学工業統計年報j 1 9 6 4年 

『食糧管观統計年報 j 1 964年 

日本経済調杏協議会『日本の食品工業j  p . 152

,,

前 掲 『国税庁統計年報 j  
前掲丨工業統計表』

前掲^食撺管理統計年報 j

同左

前 掲 »•工業統計表』

11

農林省畜産局乳製品課調べ

(往 1 ) 敝産尚が調べられなかったので， 日 麵 力 。 （注 2 ) 総生產高が調べられなかったので年麵力。 （注 3 ) 霜気炉メ - カ- は含まれていない。 したがって平]雛はやや高め 

である。 （注 4 )  _ 製造 :L場の正確な数字は現在入手しえないので， 資本金 1 0 億円以上の鋼船製造工場数である。 したがって平均値はかなり高めである（注 5 )これも日産能 

力である。 （注 6 ) 鉄鋼業全体の総出柯額である。 （注 7 ) 自動軸ばかりでなくすべてのタイヤチューブ。 （注 8 ) アンモニア系化学肥料の総出荷額 ° (p :o )  r 日 本 獅 産 業 分 

類 j の 3 5 4 3潘に每る民虫用纖産業である。 （注 1 0 ) 写真感光材料を含む。 （注 1 1 ) 乳製品全体の出荷額。な お ( D ) 爛はすべて F工業關•表 j 咖 3 9 年産紫:*1*によるa



附 表 （3) 主 要 産 業 の 生 産 多 角 化

業 饨
辟業率 兼業率 

(% )

兼 業 し て い る 歡 業 名

(% )
A B

非鉄金厲第一次製錬，精錬業 9 9 .70 0 .3 0

石 汕 精 製 業 99. 69 0.31

砂 糖 製 造 業 99. 35 0. 65

精 穀 ， 製 粉 業 98. 88 1 .12

時 計 ，同 部 分 品 製 造 業 89.24 1.76

肉 製 品 ，乳 製 品 製 造 業 97.66 2. 34

羝 線 ，ケ ー ブ ル 製 造 業 96. 99 3.01

自 動 屯 ，同 付 厲 品 製 造 業 96. 53 3.47

紙 製 造 業 94.87 5 . 13

汕脂加工製品，塗料製造業（含，界而活性剤） 93.99 6.01

セ メ ン ト 製 造 業 93. 56 6. 44

ガ ラ ス 製 造 業 9 0 .16 9. 84 無機工業製品製造業，特殊産業川機械（金厲加工機械を除く h  
自動]fi • 同付属品製造業

紡 績 業 , ね ん 糸 製 造 業 86. 74 13.96 染色牿理業，織物業

タ イ ヤ . チ ュ 一 フ 製 造 業 84. 43 15. 57 その他のゴム製品製造業， ゴム製履物 . 同付厲茆製造業，工業用ゴムベルト， ゴムホ 

ース，工業川ゴム製品製造業

パ ル プ 製 造 業 79. 73 20. 27 紙製造業 化学繊維製造業，製 材 •木製品製造業

化 学 繊 維 製 造 業 78. 50 21.50 有機工業製品製造業，その他の化学工業，無機エ栗製品製造業 紡級業 • ねん糸製造業，製糸業，調味料製造業

船 舶 製 造 ，修 理 m 78. 07 21.93 一般産業川機械 ♦ 装置製造業，ボイラ一.原動機製造業

高 炉 に よ る 製 鉄 業 77. 37 22. 63 製鋼および圧延業，製鋼を行わない鋼材製造業（めっき鋼材を除く） 船舶製造 • 修理業，建設機械 • 鉱山機械製造業（妞 設川 • 農業用 * 運搬川トラク 

ターを含む），構築用金厲製品製造業

化 学 肥 料 製 造 業 72. 24 27.76 有機工業製品製造業，無機工業製跖製造業 非鉄金厲第一次製練 •精練業，一般座業；n 機械 •装置製造橥，高炉によらない製鉄業

発甯爪 • 送 策爪 • 配電爪 • 産業川琨気機械器具製造業 66.42 33. 58 尻生用带気機械器典製造業，通信機械器具，同関連機械器技製造業，锟子管，半導体 

素子製造業

一般産業用機械 • 装置製造業，鉄道屯両• 同部分品製造業

圾 生 用 饿 気 機 贼 器 具 製 造 業 •

1

50. 25 49. 75 通信機械器其 • 同関速機械器具製造業，発電州 • 送甯州 • 産業州馄気機械器具製造業， 

電 子 管 •举溥体素子製造業

ボイラー • 原動機製造業，他に分類されない可塑物製品製造業，弗鉄金厲 

第一次製錬•精錬業

資 料 H ：業統計表』昭和 3 7 年 企 業 編 （そのn )  pp. 2 6 8 -2 7 9 .

本表利用については本文P . 6 1 参照。 一

なお，珲業率とは，「n 木産業標準分類」による小分類の三桁遊業（木表の業嵇名）に厲する企業が，三桁産業内に分類されている製品を全生産高中でどれだけ生産しているのかの割合である。兼業本とは，三衍座業に属する企 

業が，全屯産高のなかで，三桁産業に厲さない製品をどれだけ生鹿しているかの割合である。また，A は二桁産業内製品の兼業であり， B は，二桁鹿業以外の製品の兼業である。
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の
く
わ
し
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内
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が
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さ
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い
る
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で
、
.こ
こ
で
は
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し
く
の
■ベ
な
い
が
、
以
下
の
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け
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摘
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お
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。
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の
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囲
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す
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る
。
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。
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明
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ア
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動
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タ
ィ
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チ
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丨
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よ
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え
た
ア
ン
.モ
•ニ
ア
系
化
学
肥
料
と
本
稿
だ
け
の
研
究
対
象
と
し
た
石
油』

！
と
の

以 

上
合
霞
プ
讓
で
あ
る
そ
の
他
一
七
讓
の
そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
産
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
こ
れ
ら
産
業
の
主
要
企
業
於
国
震
争
力 

強
化
の
棄
な
い
し
寡
占
競
争
.上
の
地
位
の
強
化Q

政
策
か
ら
最
新
鋭
5

を
.続
々
建
設
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
最
新
鋭
工
場
の
生
産
規
模
を
み
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、
現
在
開
放
体
制
下
の
わ
が
国
に
お
い
て
寡
占
企
I

国
内
的
に
も
国
外
的
に
も
現
在
擊
上
必
S

生
産
規
模
を
、
現
実
的
資
科
か
ら
確
定
す
る
と 

い
う
方
法
を
と
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
.こ
.の
方
法
は
、
先
の
費
用
曲
線
か
らI

•最
適
規
模」

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
参
人
に
i

な
生
産
規
f

し
た
も
の 

が
、
前
稿
：

0

で
も
.述
べ
た
よ
う
に
' 
や
は
り
奮
競
學
上
必
要
な
生
產
模
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一表

；？

撊
で
必
ら 

'.か
に
し
た
参
入
に
必
要
な
社
産
規
模
は
t
ず
れ
も「

寡
占
間
競
争
に
必
要
な
生
産
規
模」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
規
模
の
中
小
企
業
の
参
入
'；

A

本
研
^
の
対
 ̂

と
す
る
奮
産
業
で
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
謹
を
も
た
な
い
と
い
う
判
断
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し

た

が

っ

て

第

一

表「

寡
占
_

上
必
要
な
生
産i

 

•摸
は
、
附
表
⑵
の
各
產
業
の
一
工
場
当
り
平
均
の
生
産
規
模(

こ
れ
を
現
在
の
^

^
か
生
産
規
模
と
み
れ
ば)

よ
り
も
が
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
下
与
規
模
と 

「

寡
占
競
争
上
必
悪
な
生
霊
摸」

'
と
が
ほ
と
ん
ど
近
い
産
業(
右
油
化
学
、
右
汕
精
製
、
.ア
ル
ミ
精
錬
、
合
成
織
維
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
丨
ダ)

太
'.
い
ず 

れ
も
寡
占
企
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
前
者
が
後
者
よ
り
著
し
く
低
い
産
業(

タ
ィ
ャ
チ
r

ブ
、
食
用
油
、
製
粉
S

太
、
多
数
の
中
ぶ 

業
力
残
存
し
て
し
る
こ
と
を
矛
し
て
レ
る
の
で
あ
る(

以
下
く
わ
し
く
は
三
項
参
^〉

0

⑵

第一

表
(3
0
欄
の
単
一
工
場
建
設
所
要
資
本
量
は
、
最
近(

昭
和
三
七
年
か
ら
現
在
ま
で
に)

.' 各
産
業
で
実
際
に
参
入
し
た
企
業
、
し
か
も
寡
占
競
爭
こ 

耐
え
る
規
模
を
も
つ
企
業
の
工
場
建
設
額
お
よ
び
既
存
企
業
が
国
際
競
争
力
強
化.

寒
占
強
化(

マ
I
ヶ
ッ
ト
シH

ア
拡
大)

こ
め
こ
新
没
し
I

折
f
 

場
の
建
設
額
を
調
べ
る
こ
と
よ
っ
て
算
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

* 

I

n

こ
の
た
め
の
資
料
は
、
対
象
ニ
六
産
の
公
表
さ
れ
て
.い
る『

有
価
証
券
報
告
書』

(

昭
和
三
七
年
上
期
か
ら
同
四
一
年
下
期
ま
セ)

、
開
発
銀
行
調
在
：部 

「

&

投
資
動
向
調
丧」

.

(

昭
和
三
八
年
か
ら
同
四
一
年
ま
で)

、
重
化
学
工
業
通
.信
社『
全
国
工
場
新
設
計
筆
報』

(

昭
和
四
〇
年
上
期
か
ら
同
四
ニ
年
上
切 

ま
で)

、
宽
洋
経
済
新
報
社『

調
渣
月
報』

(

昭
和
四
ニ
年
六
月
号)

、
日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版(
昭
和
三
七
年
一
月
か
ら
現
在
ま
で)

、
産
業
構
造
調
査
会
_ 

『

日
本
の
秦
砍
造』

(
B

 

 ̂

V

Sお
よ
び『

議

界

』

等
の
各
産
業
専
門
雑
誌
で
あ
る
。(
な
お
附
表
⑴
の
各
企
業
の
生
讓
力
、

5

建

護
等
の 

资
料
出
所
は
以
上
の
も
.の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
利
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
支
障
が
あ
る
.の
で
明
示
し
な
い
。)

.

. 

丨

_

ま
い
n

xr
^f
"

a

^

a

ĴI
^

R

n

f

t

$

 

u

s瓶
の
■

に
お
た
っ
て
は1

6

年
以
降
の
資
霖
含

1.
3

 
.

.

本
表
利
用
上
に
は
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
耍
で
あ
る
。

.で

附

に

f

ほ

た

譲

額

は

そ

の

ほ

と

ん

ど

が

$

t[
>
で
I

。'工
場
建
設
額
を
知
る
た
め
に
は
本
来
、iK

乾
が
採
用
さ
れ
る
べ
き 

機
戒
f

し

，

次

の

よ

う

な

I

て
謂
外
者
に
は
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
全H

場
が
完
成
す
る
以
前
に
、
一
部
の
完
成
し
た 

一̂

^

.

そ
の
生
産
力
化
し
た
部
分
の
機
械
設
備
は
、
他
の
部
分
が
建
設
中
で
あ
つ
て
も
、
減
価
償
却
さ
れ
冬
じ
め
る
d

 

.る
こ
.め
'で
^ '
る
-1

ゴ

3

^

^
益
の
費
用
化
を
は
か
り
、
さ
ら
に
固
定
資
産
評
俩
額
を
ぃ
く
ら
か
で
も
少
額
に
し
て
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ょ
う
と
す

y

設
ny
間
中
の
全
資
本
投
下
額
が
い
く
ら
必
要
で
あ
つ
た
か
を
算
出
す
る
場
合
、
こ
の
減
価
償
却
部
分
を
逆
算
す
る
と
い
う
而
' 

住
f

t
ィ
ヵ
必
5,
1
广
り
.
.耘
局
尚
外
者
に
は
工
場
建
設
実
績
額
を
知
る
，」

i
は
困
難
：に
な
る
の

.で

'あ
る
，。

 

I

い

が

、

こ

れ

は

讓

途

上

で

の

計

画

霞

や

予

算

上

の

見

込

_

に

ほ

設

額

に

は
工
場
敷
地
購
入
額
が
含
ま
れ
て
い
る
。
周
知
.の
と
'お
り
、
土
地
I

は
複
雑
で
I

。
ま
ず
、
わ
が
国
の
土
地
価
咨

り
そ
謹
^

1

“

%

間
に
.差
別
を
|

、
均
等
の
.

_
で
の
エ
場
建
設
額
の
算
出
を
屋
に
す
る
。
し
か
し
土
地
溝
入
お
よ 

.
5
一
 

1

場
I

f

s
で
I

い
の
で
、
こ
れ
を
含
め
て
算
出
し
た
：こ
と
I

意
す
る
必
要
が
ぁ
る
。

れ〗

い
y
 

ば

築

が

'公
表
す
る「

公
称
能
力」

で
あ
る
.。
周
知
の
と
.お
り「

公
称
能
力」

は一

般
に
実
質
能
力
よ
り
も
過
少
表
示
さ 

た
\
 
一
 

I

こ
^
そ

で

^

^

紫̂
に
使
用
さ
れ
た
場
合
、
能
力
低
下
が
：起
る
の
で
'「

公
称
能
力」

を
そ
の
技
術
的
震
度
の
最
低
限
界
で
表
示
す
る 

K

省

過

少

表

示

さ

れ

る

9
で
I

。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
こ
の
よ
.う
な「

公
称
能
力」

の
過
少
表
示
は
、

す
U

の
I

り

。

ノ
等
の
皇
親

®
に
お
け
る
設
f
投
資
規
制
が
存
在
す
る
た

め
、
.「

公
称
能
力」

：

を
過
少
に
表
示
し
て
認
可
を
得
よ
う
と 

周
す
0
の
で
、
厂

4

0

^

る̂

し

力

し

「

公
称
能
力」

か
ら
実
質
能
力
を
推
定
す
る
こ
.と
は
、
現
在
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業
秘
密
に 

「

，

知
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
S

「

I

能
力
，

」

を
使
わ
f

f

な
か
つ
、た
。

銮
あ
た
り
の
I

資
本
量」

を
知
る
た
め
に
、「

使
用
総
資
本
量
.

」

を
使
つ
た
。
.
r

f馨
本
量」

は
、
S

乾
の
参
入
に
必
要
な「

企 

.
わ
が
国
主
,

占
産
業
に
お
け
る
競
争
.と
独
占
㈢ 

五」

ニ
四
七
一
.



‘ 

六
p

 

U

四
七
ニ)

業
あ
た
り
の
必
要
资
本
量」

を
み
る
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
欠
陥
を
も
.つ
.て
い
.る
。
現
在
、
巨
大
資
本
は
高
度
に
虫
産
多
角
化
を
進
展
さ
.せ
て
.、

そ
の
支
配
領 

域
.を
拡
大
し
て
.い
る
。
.巨
大
资
本
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
多
角
化
に
よ
つ
■て
多
く
の
生
産
部
門
に
直
接
進
出
し
て
そ
の
支
配
領
域
を
拡
大
す
る
ば
b
り
で
k 

く
、
関
速
企
業
の
有
価
証
券
の
保
有
、こ
れ
へ
の
長
期
•
短
期
資
金
の
贷
付
に
.よ
つ
て
.こ
れ
ら
の
部
門
を
間
接
的
に
支
配
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て「

使
用
！
資 

本
：

」

で
は
、
あ
る
.ー
部
門
の
必
.耍
資
本
量
を
測
定
す
：る
こ
と
は
で
き
な
.い
。
し
.か
し
.、「

企
業
あ
た
り
の
泌
要
資
本
最
；|_
を
み
る
た
め
に「

使
用
総
資
本」

を 

使
つ
た
の
は
、
第

一
に
は
、
参
入
に
必
要
な
固
定
資
本
量
以
外
の
流
動
資
本
と
流
通
部
面
へ
の
資
本
額
を
現
実
に
箅
出
.で
き
な
い
の
で
、
参
入
に
必
要
k

ぶ
資 

本
を
み
る
う
え
で
現
在
こ
れ
.を
使
わ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
こ
と
と
、
第
二
に
.は
積
極
的
意
図
と
し
.て
，、
当
該
部
門
の
主
要〈

正
業
，(

主
要
上
位
企
業
こ
限
定
し
た 

の
は
本
稿
が
寡
占
競
争
を
研
究
し
て
い
る
た
め
で
'あ
る)

が
高
度
に
生
産
を
多
角
化
し
、
.ま
た
多
く
の
関
係
会
社(

こ
の
中
に
は
.関
連
生
産
会
社
ば
か
り
で
，
£

く 

P
己
の
製
ロ 
5を
販
売
す
る
餘
通
^
3門
の
^
業
も
含
ま
れ
.て
い
る
.こ
と
が
あ
.る
^-
石
油
、
自
動
IP
、
.タ
ィ
ヤ
'チ
.ユ
ー
.ブ
へ
.
.
.
1
機
產
業
で
頭
著)

.
を
^
^
レ

.て
、
当
該
部
門
に
お
い
て
競
争
上
優
位
な
地
位
に
あ
る
の
に
は
一
.企
業
あ
た
り
ど
れ
だ

け

の

資
本
規
模
が
必
要
な
の
か
、
し
た
が
つ
て
参
入
企
業̂
か

か

る

資 

，本
と
対
抗
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
ど
れ
だ
け
の
資
本
規
模
を
必
要
と
す
.る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
'た
め
で
あ
る
。

.
そ
れ
ゆ
え
本
稿
'で
は
附
表
(3
と
し
て
主
耍
企
'業
の
生
産
多
角
化
の
実
態
を
み
て
お
く
た
め
..に
、
.こ
の
実
態
を
知
る
唯
ニ
の
統
計
的
資
料
と
思
わ
れ
る『

エ
樂 

統
計
表』

か
ら
作
た
各
産
業
の
，兼
業
率
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
産
業
に
分
類
さ
れ
て
い
..る
諸
企
業
が
そ
の
産
業
の
三
桁
産
業
範
疇(

行
政
管
理
庁
の 

『

日
本
標
準
産
業
分
類』

を
参
照
さ
れ
た
い)

に
属
す
る
製
品
を
生
産
す
る
割
合
を
専
業
率
と
し
、
三
桁
産
業
分
類
以
外
の
製
品
を
屯
産
す
る
割
合
を
兼
業
率 

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
桁
産
業
分
類
の
な
か
に
.も
数
多
く
の
製
品
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
一
主
要
製
.品
を
基
準
に
し
.て
そ
の
他
の
製
品
を
生
産
す
る
割
合
を
上 

產
多
角
率
と
す
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
が
、
こ
の
割
合
は
現
在
利
用
で
き
る
統
計
で
は
算
出
で
き
な
.い
.。
し
か
し
本
表
か
ら
で
も
現
在
の
生
营
多
％
七
の

進
展 

状
況
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ち
う
.
。
.

. 

. 

. 

■■ 

■

三

以
下
で
単
ー
エ
場
建
設
必
要
资
本
量
の
算
出
の
く
わ
し
い
内
容
を
展
開
し
て
お
き
た
い
。

(A

:1

工
場
あ
た
り 

一0
0

億
円
以
上
の
き
わ
め
て
巨
大
な
资
本
を
必
要
と
す
る
産
業 

⑴

鉄

.

鋼

.

.

鉄
鋼
一
貫
の
最
新
鋭
主
力
工
場
は
、
現
在
世
界
的
に
み
て
粗
鋼
年
産
四
百
方
ト
ソ
か
ら
八
百
万
ト
ン
の
規
模
に
あ
る(

前
稿
(-
-
)ー
ニ
八
頁
参
照)

。
わ
が
国 

に
お
い
.て
も
こ
の
规
橫
の
最
新
激
ェ
場
が
寂
々
-®
識
さ
九
て
い
る
。
そ
の
う
ち
.か
ら
場
建
殻
领
ガ
久
手
し
爻
亡
め
を
揭
衧
る
と
驸
表
<1
)
ど
ぉ
り
で
ぁ
る
。
n

崎
製
妷
千
葉
工
場(

粗
鋼
年
産
三
八
〇
万
ト
ン)

■
の
建
設
H

M>
は
一
、
三
一
一
.六
億
円
で
あ
る
U
佐 

友
金
属
和
歌
山
工
場(

同
六
〇
〇
万
ト
ン)

に
ニ
、
一
一 

九
億
円
、
日
本
鋼
管
福
山
工
場(

同
八
〇 

〇
万
ト
ン)

に
ニ
、
四
八
〇
億
円
の
，予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
鉄
鋼
業
の
寡
占
競
争
上 

必
要
な
生
産
規
模(

以
下
、「

必
要
生
産
規
模」)

は
粗
鋼
年
産
四
百
万
ト
ン
か
ら
八
百
万
ト
ン
で
あ 

り
、

そ
れ
は
鉄
銅
一
貫
の
技
術
体
系
を
不
可
欠
と
し
、
そ
の「

必
要
資
本
量」

は
一
、

三
ニ
六
億
か 

f

 
一、一、
、
,:S
?
'P
3

で
ぁ
る
と
ぃ
ぇ
る
。
L

、
?;
震

か

い

、
I5
'
#:
i 
一、H
fi
:

#'
6
、
v か

で
格
段
の
高
さ
に
あ
る
。
な
お
、
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
*
ス
チ
ー

ル
の
バ

ー
ン
ス
•

ハ
ー
、ハ
ー

に
建
設
中
€>
,

現
在
世
界
最
高
の
粗
鋼
年
，産
一
千
万
ト
ン
の
エ
場
の
建
設
予
算
は
ニ
、
七

0
〇
億
で
お
。
こ
れ
を

含
め
て
鉄
鋼
業
の
生
産
規
模
.の
拡
大
に
と
も
な
ぅ「

固
定
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約」

は
か
な
り
' 

大
き
い
->
*

」

と
が
わ
か
る
0

⑵

石
油
化
学

石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

の
中
核
に
な
る
.エ
チ
レ
ン
は
、
m

一.図
ど
お
り

生
産
規
模
の
拡
大
に
と 

も
な
っ
て
コ
ス

ト
が
著
し
X
低
下
す
る
代
表
的
品
種
で
あ
る
。

こ
の
結
果
こ
の
産
氣
で
は
、
需
耍
の 

淨
速
な
上
昇
と
あ
い
ま
っ
て
設
備
規
模
が
急
速U

大
型
化
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
昭
和
四
一
年
現
在
のH

チ
レ
ン
主
力H

場
の
規
模
は
、一

0
万
ト
ン
か
ら
ニ 

lJ
O
万
ト
シ
2

る
が
、
I

発
表
さ
れ
て
い
る
新
増
設
計
画
.は
一
一
〇
万
ト
ン
か
ら
三

0
万
ト
ン
襲
と
一
段
階
飛
躍
し
て
い
I

 
ニ
I

照

)

。

.

こ
こ
数
年
の 

私
r

主
力
と
な
るH

チ
レ
ン
ニ
五
万
ト
ー
か
ら
三
〇
万
ト
ゾ

の
石
油
化
学
コV

ビ
T

ト
の
建
醫
を
み
る
と
、

三
菱
油
化
鹿
鳥(

H

チ
レ

X

三
0

万
ト
ン)

.

の
建
設
予
算
額
が
九
〇
〇
億
円
で
あ
り
、
住
友
化
学
千
葉

(

同
ニ
：五
万
.ト
ン)

の
そ
れ
が
五
〇
〇
億
円
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
ェ
チ
レ

ン
ニ
五
万
ト
ン
か
ら
三 

〇
万
ト
ン
の
ナ
フ
サ

セ
ン
タ_

の
石
油
化
学
.コX

ビ
ナ
-
ト
建
設
額
は
、
五
0

0
億
か
ら
九
0

0
億
円
で
あ
る
と
み
て
ょ
い
。.

I
こ
の
産
業
に
お
け
る
工
場

證

費

は

前

S

石
油
精
製
で
明
ら
か
に
し
た
0 

.六
の
法
則
が
作
用
し
て
、
生
産
規
模
の
拡
大
に
と
I

っ
て
著
し
く
皙
む)

。

⑶

•
自
動
2|
2

. 

-

f

稿
：：

^
で
设
ら
ヵ
に
し
た
ょ
ぅ
か
こ
の
産
業
の
組
立
工
場Q

「

最
證
模」

は
月
産
約一

万
台
で
あ
る
。
乗
用

屯
組
立
工
場
の
薩
費
は
、
月
産
能
力
一

諸

W

わf

 

"
い
！

、
月
産
一
万
i

立
_

醫

四

0

0
億
円
と
い
ぅ
！

な
る
。
I

わ
が
,

i

組
立
i

建

^

 

r
?

バ

U
 

各
工
場
と
も
増
設
し
て
こ
の
規
模
に
な
0
て
い
！

で
、
新
設
し
て
こ
の
規
模
に
あ
る
工
場
建
設
額
が
大
刀
入
手
し 

レ
？

力
こ
れ
r
近
.と

す

I

動
產
沢
工
場
の
そ
れ
を
み
る
と
、
四
〇
年
三
月
末
ま
で
月
産
七
、
五
〇
〇
台
を
慕
に
し
た
同
エ
湯
の
讓
予
算
額
は

わ
が
国
主
顏
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈢ 

六 

一

(

一n
r

七
三
’



産業構造調查会 r 日本の産業構造』 

第 m巻 3 1 4 頁より転載。

第—表 ア ル く ナ * ア ル ミ モ デ ル

. プラント建設所要資金雜

アルミナ年産 2 0 万トン 百万円

ァ ル ミ ナ 製 造 設 備 4, 500
ボイラ一および蜇気設備 1，200
管 理 ， 岸 壁 そ の 他 2, 300
土 地 1，000

計 9,000

ァルミ年産 5 万トン 百万円

電 気 設 備 7,000
ガ ス 処 理 設 備 200
鋳 造 設 備 400
電 極 製 造 設 備 500
変 電 ，整 流 設 備 2,700
管 理 ， そ の 他 設 備 1,700
土  地 1,000

計 13,500

.合  計 22,500

る
' 

こ
の一

五
万
重
量
ト
ン
以
上

^
巨
大
船

受
注
独
占
の

地
位
を 

維
持
す
る
た

办
.に
、
わ
が
国

主
要
造
船
企
業
は
：マ
ン
モ
ス

ド
ッ
ク 

を
続
々
建
造
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
建
設
予
算
額
を
み
る
と
、
三 

讲
造
船
千
葉(

三
〇
万
®
量
ト
ン
ド
ッ
ク)
が
四

ニ
億
円
、
U
崎 

造
船
坂
出
.
.

(

五
〇
万
®
量
ト
ン
ド
ッ
ク)

が
五
四
億
円
、
三
菱
®

 

H

長
崎
;

(

五
'〇
万
〃
重
量
ト
ン
ド
ッ

S

六
八
億
円
で
あ
る
。

こ
の 

規
模
の
大
型
ド
ッ
ク
を
も
つ

造
船
所
の
建
設
予
算
■

は
、

石
川

島 

播
磨
横
浜
第
二
土
場(

規
模
不
明)

が
約
一
一
六
億
円
、
日
本
鋼 

管
津(

五
〇
万
重
量
ト
ン
ド
ッ
ク)

がj

六
〇
億
円
、
某
着
が 

ニ
ニ
〇
億
円
で
あ
る
。

⑴

一
工
場
あ
た
り
§

億

円

か

ら

一

〇

〇

億

円

ま

で

の

非

# '
に

乞

か

資

本

を

必

要

と

す

る

讓
 

S

合
成
繊
維

^

ン
、
.一ヒニ 

ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
ァ
ク
リ
ル
の
全
商
品
の「

必
要
資
木
量」

を
算
出
す
る
資
料
を
入
手
し
え
な
い
2
 

 ̂

、
を
r

f
し
5

察
す
る
と

ナ
ィ
ロ
ン
の「

最
適
規
模」

は
日
産
j
〇
ト
ン
か
ら
五
〇

ト

ン

で

あ

(

0
睛

場
の
：建

設

予

算

額

を

み

る

。
附

表

”

の
と
お
り
で
t

。
こ
.

丈r

 

X

 

-

ン
て
あ
る(

す
§

|

)

の

て

こ

の

義
£
 

八
五
億
円
で
あ
る
。
 

f

れ
{
ナ
イ
ロ
ン
の
日
産
一.五
ト
ン
か
ら
五
〇
ト
ン
のH

場
建
設
額
は
、
約
七
〇
億
ん

(8
)

紙
パ
ル
プ

こ
の
産
業
の「

必
要
資
本
量」

は
、
わ
が
裏
占
産
業
に
お
.け
る
参
入
問
題
研
究
の
典
型
的
一
.

事
例
で
I

セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
の
参
，入
に
必
要
と
し
か 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競̂

と
独
占
，

^

\
 

六

三(
一

四
七
五)

第二表ナフサセンタ一のヱ チ レン設備能力

センタ一会社 場 所 認可済能ズ 
(年産トン

J 41年 12月現在能文 

) (年産トソ
{ 新増設計画能力 
) (年産トン

備 考

日本石汕化学 川 崎 200,000 200,000 (4 0 .6 ) 200,000 構想中
先 三井石油化学 岩 国 ：; 160,000 160,000 (39. 9)

千 葉 120,000 200,000 (44 .4 ) 申請中
ニ 菱 汕 化 四日市 340,000 182,000

建設中
発 住 友 化 学 新居浜 111,500 115,000 (41 .4 )

千 葉 100, 000 250,000 (44 .1 ) 申諸中

後
萊燃石油化学 川 崎 205,000 205,000 (4 1 .4 ) 200,000 申請中
大協石油化学 四日市 41,300 41 ,300  (38 .6 ) 200,000 (4 5 .- ) 構想中
丸善石油化学 千 葉 144,000 144,000 (41. 2) 250 ,000(43 .12) 申請中

発 出光石油化学 徳 山 160,000 100, 000 (41 .9 ) 200,000 (43 .4 ) 改定申請中

後

化 成 水 島 水 島 120,000 60 ,000 (40 .6 )

大阪石油化学 堺 100,000 150,000 (43 .1 ) 改定申請中
発 昭 和 電 エ 大. 分 100,000 200,000 (44, 4) //

計 旭 化 成 水 島 200,000 (43. - ) 申請中

両
ニ 菱 汕 化 鹿 島 300,000 (45, - ) . . ” . . ■

.'中
住 友 化 学 ’ 鹿 島 300,000 (4 7 .- ) i涛想中1
東燃右油化学 和歌山 200, 000 (4 5 .- ) "

IB化学工業通 f s 社 F全国工場新設計画年報』4 2 年上期版 . p p , 130〜131.ょり

六
ニ 

(

一
四
七
四)

三
七
一
億
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
経
験
的
に
い
わ
れ
て
い
る
数
字 

-
よ
り

や
や
高
く
な
る
。
こ
こ
で
は
実
数
が
少
い
.の
で
、
現
在
の 

経
験
的
に
い
.わ
れ
.て
い
る
数
値
.を
.掲
げ
る
こ
と
に
し」

こ
。

.

⑷

石
油
精
製 

'

昭
和
三
九
年
現
在
の
わ
が
国
石
油
精
製
所
の
一
工
場

当
り
平
均 

能
力
は
、
附
表
⑵
ど
お

り

、

日
産
約
五
万
三
千
バ
ー
レ
ル
で
あ 

る
。
前
.稿
：

D:.

の
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
費
用
曲
線
か
ら
み
て
、
こ
れ
は 

.

「

最
適
規
模」

,の
最
低
限
界
に
達
し
て
い
る
。
現
在
わ
が
国
の
主 

力
精
製
所
は
い
ず
れ
も
五
万
バ
ー
レ
ル
か
ら

 

一
o
万
バ
ー
レ
ル
に 

‘
あ
る
の
で
、
こ
の
規
模
の
建
設
額
を
み
る
と
、
附
表
⑴
ど
お
り
で 

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と「

必
要
生
産
規
模」

五
万
バ
ー
レ
ル
か
ら 

一
〇
万
バ
ー
レ

ル
の
石
油
精
製
所
建
設
額
は
、
約
ニ
〇
〇
億
か
ら 

三
八
〇
.億
円
に
な
る
。
こ
れ
を
み
て
も
こ
の
産
業
の「

固
定
妁
不 

変
I

充
用
上
の
節
約」

は
顕
著
で
あ
る
。

パ 

⑶

ァ
ル
ミ
精
錬 

産
業
構
造
調
裔
ム
双
の
ァ
ル
ミ
精
錬
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
額 

を
み
る
と
、
第
三
表
ど
お
り
、
ァ
ル
ミ
ナ
年
産
ニ
〇
万
ト
ン
、

ァ 

ル
ミ
年
産
五
万
ト
ン
の
ァ
ル
ミ
精
錬
ェ
填
は
、
一
一
一
一
五
億
円
を
必 

要
と
す
る
。
こ
れ
を
わ
が
国
の
実
際
の
ェ
場
建
設
額
と
比
較
す
る 

と(

附
表
“
参
照)

、
こ
の
産
業
構
造
調
资
会
の
計
測
値
は
か
な
り 

信
頼
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

.

(6
)

 ̂
0

肩
知
の
と
お
り
わ
が
国
造
船
業
の
進
水
贵
は
、世
界
第

.
一
位
で
、

‘一

五
万
ト
ゾ

以
上
の
タ

ン
ヵ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
が
受
注
し
て 

お
り
ニ
0
万
ト
ン
タ
シ
ヵ
ー
の
す
ベ
て
は
日
本
が
受
注
し
て
い



六
：四

(

一
®
七
六)

を
調
べ
る
の

が
最
も
適
当
.で
あ
ろ
ぅ
。
セ
ン
ト
ラ
.ル
硝
子
は
、
昭
和
三
三
年
三
先

系
資
本
を
バ
ッ
ク
に
''
缉

時

既

存

企

業

(

旭
硝
子
！
三
菱
系
、
日
本
板
硝
子 

—
住
友
系)

の
手
薄
で
あ
っ
た
磨
板
ガ
ラ
ス
部
門
に
参
入
し
、
年
産
五
〇
万
箱
を
目
標
に
松
阪
に
一
〇

ニ
億
九

千
万
円
の

予
算
を
も
っ
て

新
工
場
を
連
設
し
た 

の
で
あ
'

る
。
と
：れ
は
ま
さ
に
：こ
の
産
業
の「

必
要
資
本
量
：

」

を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
.。
 

.

な
お
现
在
注
0
の
フ
ロ
ー
ト
式
板
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
の
建
設
予
算
額
を
•み
'て
'扭
'く
と
旭
硝
子
千
葉(

年
産
五
〇
万
箱)

の
そ
れ
が
四
五
億
円
、
.' 日

本

板

^
:
子 

舞

鶴(

同
五
〇
万
箱

)

の
そ
れ
が
三.五

億

円

で

あ

る

(

同
規
模
で
あ
り
な
が
ら
建
設
額
が
，違
ぅ
こ
と

.に
つ
..い
て
は
不
明)

。

,

.

(!
0

)

セ
.メ
ン 
h

 
V

'
.

. 

?

)

昭
和
三
〇
年
ご
ろ
.の
こ
の
産
業
の
一
工
場
あ
た
り
平
均
規
模
は
月
産
一
一
万
ト
ン
か
ら
ニ
万
五
千
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ

れ

は
妁
五
万
五
千
ト
ン

(

附
表
⑵

参
照)

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
主
力
工
場
は
、
最
新
鋭
工
場
の
生
産
規
模
か
ら
み
て

月
産
四

万
五
千
ト
ン
か
ら
九

万
ト
ン

規
模
に
な
っ
て

い
る
の 

で
、
こ
め
規
模
の

新
設H

場
の
建
設
額
を
み
る
と

附
表
⑴
ど
お
り
で
あ
る
。
こ
の
産
業
の「

必
要
資
本
量」

.は

、
約
三
〇
億
円
か
ら
八
八
意
円
で
あ
る
と
い
え 

る
。

00
-

自
動
堆
タ
イ
ヤ
チ
ュ
I

ブ 

、

こ
の
産
業
の「

最
適
規
模」

は
、
前
稿
0
で
明
ら
か
に
し
た
よ
ぅ
に
、
月
産
新
ゴ
ム
消
費
置
ー
、
ニ
五
〇
口
ン
グ
ト
ン
で
あ
る
。
産
業
涛
造
過
丧
会
の
资
4 

に
よ
れ
ば
、
ト
ン
当
り
連
設
费
用
が
五
百
万
円
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
規
模
の
工
場
建
設
に
.は
約
六
ニ
億
五
千
万
円
が
必
要
に
な
る
。
ほ
ぼ
同
規
模
を
も 

つ
東
北
ト
ー
ョ
ー
タ
イ
ヤ

(

柬
洋
ゴ
ム
の
系
列
企
業)
の
仙
台
工
場(

月
産
同
一
、
ニ
〇
〇
ロ
ン
グ
ト
ン)

.の
建
設
予
算
額
は
、
約
五
〇
億
か
ら
六
〇
億
円
で 

あ
る
。
プ
リ
ジ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
が
彦
根
に
建
設
す
る
新
工
場
計
画
資
金
は
六
〇
億
丨
八
〇
億
円
で
あ
る(

な
お
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
計
画
中
ゆ
え
来
発
表
。
 

産
業
構
造
調
杏
会
資
料
を
も
と
に
し
て
、
' こ
の
工
場
規
模
を
推
定
す
る
と
、
や
は
り
月
産
一
ニ
五
〇
ト
ン
か
ら
一
五
〇
〇
ト
ン
程
度
で
あ
る
と
い
え
る
。)

02
}

ア
ン
モ
ニ
ア
系
化
学
肥
料

化
学
肥
f
産
業
は
多
品
種
産
業
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嚷
品
ご
と
の「

必
要
資
本
量」

の
算
定
は
困
難
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
ン
モ
ニ
ア
設
備
連
設
額 

を
中
心
に
ア
ン
モ
一
一
ア
系
化
学
肥
料
の「

必
要
資
本
量」

を
算
出
し
た
い
。
昭
和
三
九
年
の
ア
ン
モ
二
ア
設
備
の
一
工
場

あ
た
り
日
産
平
均
規
模
は
、
三
ー
ヒ 

ト
ン
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
産
業
の
主
要
企
業(

ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ=

策
洋
高
圧
、
住
友
化
学
、
三
菱
化
成
、
宇
部
興
産
、
昭
和
馄
エ)

は
、
最
近
R
産
五
〇
〇 

ト
ン
か
ら
一
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
大
規
模
ア
ン
モ
二
ア
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
七
年
以
降
の
ア
ン
モ-1

ア
系
化
学
肥
料
の
国
際
的 

需
給
.逼
迫
と
新
技
術
の
発
見(

I

C

Iに
よ
る
新
触
媒
の
発
見
、
ヶt!

ッ
グ
に
よ
る
合
成
技
術
の
改
善)

に
よ
っ
て
規
模
の
大
型
化
が
著
し
い
コ
ス
ト
低
下
を 

惹
起
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
規
模
の
ア
ン
モ
ゾ
ー
一
ア
設
備
お
よ
び
ア
ン
モ
一
一
ア
系
化
学
肥
料
工
場
の
建
設
予
算
額
を
み
る
と
、

昭
和
電
工 

川
崎
工
場(

日
産
五
〇
〇
ト
ン
の
ア
ン
モ
ニ
ア
設
備)

の
そ
れ
が
三
一
億
円
、■住
友
化
学
新
居
浜
工
場(

同
七
五
〇

ト
ン

)

..の
そ
れ
が
五
〇

億

円

、

東
洋
高
王 

大
阪(

ア
ン
•モ
二
ア
日
産
五
〇
〇
ト
ン
、
尿
素
日
産
六
〇
〇
ト
ン)

の
そ
れ
が
、
約
六
四
億
円
で
あ
る
。

.
ノ

数

麵

■

?!
?;
11
|!
“

 

4のf

の

肥
料も
同
一
工
場
内
I

f

れ
て
い
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な「

多

P

P

■

化
■

i

i

p

I l
l l
p

i

H

誠

關

：
J

p

q

業
が
新
生
.！

！

<:::

幻

一
工
場
あ
た
り
五
〇
億
円
か
ら
一
〇
億
円
ま
で
の
知
H

I

資
本
を
必
要
と
す
る
囊
' 

.

03
)

ビ 

f ル 

.
.

.

本
皿
，

」

 ̂

ノ
エ
f

京
都
に
新
設
し
て
参
入
し
た
。
こ
の
工
場
建
設
額
は
三
〇
億
円
で
あ
る
。
こ
の
規
模
の「

必
要
資 

u

f

 

I

Oの
I

I

I

靈
場
の
そ
れ
か
ら
み
て
も
、

現
在
の
わ
が
国
ビ
I

ル

豪

の

I

資
I

04
)

'精

糖

る
“
 

降 

設
;

れ

;
;
;
争
||
^
^

rs
每

sl
.

_

^
fs
^I
^l
!

、
i

l

在
約
五
六
。
ト
ン
に 

I

が 

i

 の
中
小 
|

平
|1
11
^

^

で「

日豊行し、

つ

卜

あ

る

。

本

稿

で

I

麗
占
企
蠻
保
有
す
る
大
型H

場
の
建
設
額
を
中
心
S

て
い
る
の 

本
量」

I

f

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
推
定
し
I

崖
の
奮
問
競
争
に
必
要
な
I

資

05
)

ベ
ア
リ
ン
グ 

わ
が
国
主
驳
載
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
^

‘

.

六

五(
一

四
七
七)



六

六(

一
四
七
八)

て
き
わ
め
て
多
品
種
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
生
産
す
る
工
場
の
規
模
を
ト
ン
数
な
い
し
個
数
で
表
示
し
て
も
'

そ
の
正
確
な
規
奠
•

能
力
I

一
む
こ
_

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
金
額
表
示
が
：

る
の
で
あ
る
が
、
販
売
金
額
で
は
も
露
か
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
7
-ム
や
企
^

で
1

格
差
力
あ
る

場
合
に
は
正
瓶
なH

證
模
測
定
は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
が
調
べ
た
‘こ
の
産
業
の
工

場

建

醫

を

知
る
資
料
こ
，は
；
て

も

H

置
摸
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
新
設
工
場
連
醫
だ
け
を
み
る
。
附
表
⑴
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
推
定
し
て
、

こ
の
謹
の 

「

必
要
資
本
量」

は
、
一
〇
億
円
か
ら
四
四
億
円
で
あ
7

C
 

I
グ

⑽

貪
用
汕 

,

こ
の
議
の
主
要
原
料
で
あ
る
大
豆
は
、
九
0
%
以
上
が
輪
人
さ
れ
る
た
め
、
主
要
5

の
ほ
と
ん
ど
は
臨
海
地
に
立
地
し
、
し
か
もH

場
の
ほ
か
に
f

 

設
備
、
吸
揚
霧
お
よ
び
大
型
原
料
サ
イ
ロ
を
保
有
し
て
い
る
。
ま
た
大
豆
か
ら
油
は
一
一
〇
％
し
か
抽
出
、
'捧
出
で
き
ず
、.
八
〇
％
の
大
豆
む
が
飼
科
と
な 

る
た
め
、
こ
の
産
業
の
主
要
工
場
は
い
ず
れ
も
飼
料
を
重
し
て
い
る
。
昭
和
三
九
年
現
在
の
こ
の
讓
の
総
工
場
数
は
八
六
〇
で
、
一
工
場
あ
た
り
下
与
能 

力
は
、
日
産
一
三
ト
ン
の
き
わ

.め
て
小
規
模
で
あ
る
。
し
t

こ
の
産
業
の
主
力H

場
は
日
産
'

1
1
0
0

ト
ン
か
ら
四
0

0
ト
ン
で
i
sa
。
以
上
り
よ
う
な
こ
っ 

麽
業
の
主
力
工
場
の
諸
特
徴
を
考
慮
し
て
、
日
儘
力
三
〇
〇
ト
ン
程
度
の
大
型
工
場
を
新
設
し
、
原
料
サ
イ
ロ
、
吸
揚
、
盤
船
醫
を
來
有
し
、
飼
料
を
，并 

産
し
て
い
る
主
力
工
場
の
讓
額
を
み
石
と
、
昭
和
産
業
神
戸
工
場(

日

晝

〇
〇
ト
ン
、
ニ
ー
万
五
千
ト
ン
サ
イ
ロ)

の
そ
卜
は
ー
七
意
四
千
七
百
ヲ
円
で〗

 

り
日
清
製
粉
横
浜H

場

(

日
産一

一一

0
0

ト
ン
、
飼
料
お
よ
び
油
脂
化
学
重)

_ Q

そ
れ
が
三
ニ
意
六
千
四
百
万
円
で

b
る
。

⑽

家
庭
電
機

產
電
機
讓
も
き
わ
め
て
多
く
の
製
品
を
生
産
す
l

i

産
業
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ヵ
ラ
I
テ
レ
ビ
と
冷
蔵
庫
に
関
す
る
資
料
し
か
，入
手
し

え
な
^
;っ 

た
の
で
、
こ
の
品
嵇
の「

必
要
資
本
贵」

を
み
る
と
、
ヵ
ラ
I
テ
レ
ビ
生
産
工
場
の
建
設
予
算
額
は
' 

松
下
電
器
宇
都
宮
工
場(

月
産
一
万
台

)

、；

a

 

一
 

o
億 

P

早
ガ
屢
矢
板
S

三
万
台

)

が
ニ
ニ
億
円
、
三
洋
電
機
岐
阜(

同
五
万
台)

が
三
〇
億
円
で
あ
る
。
冷
蔵
庫
工
場
の
そ
れ
を
み
る
と
、
三
菱
屢
涉
岡 

(

規
模
不
明)

が
ニ
四
億
円
、
三
洋
屢
滋
賀(

月
産
七
万
台

)

が
五
億
、
早
川
屋
大
阪(

規
模
不
明
、
議
機
を
併
産
す
る
工
場)

が
九
億
円
で
.あ
る
。丨 

家
庭
電
機
産
業
の
上
位
企
業
平
均
の「

使
用
総
資
本
量」

は
、
全
二
六
議
中
八
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
一
製
品
の
一
工
場
あ
，こ
り
の 

8

ぎ
は
.力
な
り
低
く
一 

七
位
で
あ
る
と
い
う
與
味
あ
る
亊
実
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
単
一
製
品
の
単
一H

場
讓
額
と
上
を
企
業
‘
 

/T
於
資
本
r

J
と
の
順
位
の
大
き
な
び
き
は
化
学
肥
來
産
業
の
項
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
お
も
に
生
産
多
角
化
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
.て
こ
つ
、
c
t 

後
に
考
察
す
る
の
で
こ
こ
で
は
く
わ
し
く
は
ふ
れ
な
い
。
 

.

-

1 

08
)

製

粉

こ
の
産
業
も
食
用
油
産
業
と
同
様
の
特
徴
f

つ
の
で
、
5

建
設
額
に
サ
イn

設
備
お
よ
び
吸
揚
•
蕭
蕩
と
飼
料
生
産
設
備
の
讓
額
を
含
め
て
考 

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
産
業
の
一
工
場
当
り
平
均
能
力
は
、
現
在
日
産
S

ト
ン
と
い
う
小
義
で
あ
る
が
、
塞
大
手
三
社(

日
淸
製
粉
、：

n

本
製
粉
、

る
。
鳥』

^

：̂

■

)

一一M

む

：

09

フ
ィ
ル
ム

n

,

建
■

线

。
釋

(2
0

ク
ル
タ
ミ
ン
酸
ソー

ダ

の
で
、

一
 

平
均
着
は
、
月
畫
七S

ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
讓
の
主
カ
エ
S

、

模
で
あ
る

I

I

I

 |

§

ト
ン)

の
そ 

I

 
一
 

ニ
億
円 

I

、

(2
0

乳
製
品

—

な
U

で
“

稿
で
p

m

”

…

ム
、
歷

に

分

類

さ

れ

る

。
こ
れ
ら
S

製
品
の
I

I

を
知 

h

ii
ii
fi
fi
^

H

つh

でるも(

の
第
へ
一
表
第
⑷

^
み
る
と
、
上
位
企
業
平
均
工
場
保
有
数
は
ニ
四
で
、
こ
の
多
数
工
場
は
主

な
る
の
で
、
I

屢

i

f

ノ

屋

蕭

f
 

f
と

す

む

“

i

、、

』

j

l

i

i

l

lと

る
。
牛
乳
工
場
は
年
々
多
数
新
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の

H

「

必
要
I

量」

も
小
額
に
な 

を

パ

綴

は

.
そ
の
立
地
す
I

の
人
口
に
比
;
し
、

こ
れ 

と

の

導

！
^

^
業
は
奮
容
器
の
物
理
的
I

の
た
め
運
輸
费
の
負
担
が
大
き
く
、
製
品
そ
れ
自
体
の
物
理
的
性
务(

腐
I

:
)

お
よ
び
原
斗
上
奄

L
と
I

の
有
I

V

醫

か

ら

、
工
場
が
分
散
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
，
.
l

i

」

が

〗

原
I

業
で
は
中
小
企
業
の
新
生
•
残
存
の
余
也
を
玉
す
の
で
、
、I

没
，、
.を

、
て

，
「

_

賓
本
1」

ヵ
づ
？

な

る

産

業

て

あ

る

こ

の

よ

ぅ

な

産 

場
集
中
度
の
1

ぉ
H

个

ノ

 t

 

ほ

し
力
も
市
場
集
中
度
が
低
く
な
る
。
こ
の
'よ
ぅ
な「

必
要
資
本
量」

の
大
小
と
市 

き

r

i
よ
ひ
ノ
I

数
の
多
少
と
I

に
は
一
定
の
関
係
が
t

の
で
、

こ
れ
を
全
顏
に
わ
た
つ
て
後
に
考
察
す

る

。

わ
が
国
主
要
裳
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
目

六

七(

一
四
七
九)
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.

.
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,

.
•

、
 

六

八(
1

四
八
〇)

(D
:

「

必
要
資
本
量」

を
十
分
に
算
出
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
產
，

っ
■

機
、
®
線
ヶ
！
ブ
ル
、
馨

、
塗
料
イ
ン
キ
お
よ
び
時
計
の
靈
業
の
工
場
證
額
は
、
附
表
⑴
に
掲
げ
る
よ
う
な
听
才
I

料
し
か
令
ぐ 

っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
産
業
の「

必
要
資
本
量」

の
算
定
は
困
難
で
あ
っ
た
。
 

• 

. 

： 

■
,

.
こ

f

力

.

四

以
上
の
わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
の
必
要
資
本
量
の
算
出(

第
一
康
お
よ
び
そ
の
附
表
⑴
、
⑵
、
.
⑶)

に

よ

っ

て

分

析

さ

れ

る

こ

を

、
 

次
の
こ
と
.が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

: 

.

•き

？

1

単
王
場
建
設
必
要
資
本
量
に
よ
っ
て
対
象
讓
を
階
層
分
類
す
る
と
、
こ
れ
の「

不
明」

な
五
讓
を
の
ぞ
く
ニ
ー
囊
よ
、
欠

の

三 

つ
の
階
層
に
分
類
さ
れ
る
。
 

■ 
{

〜

ニ

〔

I〕

一
 

H

場
I

り 

一0
0
億
円
以
上
の
き
H

を
資
本
を
必
要
と
す
る
讓

—

鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
息

車

、

石
山
精
親
、
ア 

ル
ミ
精
錬
お
よ
び
造
船 

■

S

一
 

工
場
あ
た
り
§

億
円
か
ら
一
〇
〇
億
円
ま
で
の
4
|£:
蒙

b
資
本
を
必
要
と
す
る
産
業—

合
成
繊
維
？

イ
P

ど

、
紙

。ハ
レ

フ
板
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン
ト
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
チ
ユ
ー
ブ
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
系
化
学
肥
料 

S

一
 

工
場
あ
た
り 

一CD

億
円
か
ら
五
〇
億

円

ま

で

の

資

本

を

必

要

と

す

る

産

業

_

-
ビ
I
ル
、
霧

、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
食 

用
油
、
產

屢

(

ヵ
ラ
丨
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫)

、
製
粉
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
、
、グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
丨
ダ
お
よ
び
乳
製
品(

飲
用
牛
乳)

.

こ
の
よ
う
に
準
一
工
場
建
設
必
要
資
本
量
は
、
倉
業
ご
と
に
不
馨
に
発
展
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
不
均
等
発
展
を
規
定
す
る
条 

U

る
と
そ
れ
は
技
術
の
発
展
と
需
要
の
大
き
さ
と
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
技
術
の
発
1

、
製
品 

軍
位
当
り
費
用
価
格
を
低
下
さ
せ
る
囊
率
の
新
機
械
、
新
設
備
•
譲

を

生

み

出

す

。

新

機

械

、

新

設

霞

置

の

#:
-
入

は

一

般

に

大

量

の

固

定

の
導
入
t

、

一

智

の

導

入

は

、

工

場

建

設

必

要

資

本

量

を

、

巨

額

化

す

る

の

で

あ

る

。

と

I

新
技
術

M

r
 

餐

の

类

t

た
ら
し
、
大
着
生
産
物
供
I

も
た
ら
す
だ
け
に
、
そ

の

覽

の

生

産

物

供

給

に

み

あ
 

1

のU

r

は
な
ら
な
い
。
需
要
が
大
量
的
.
恒
常
的
.
蹇
的
な
部
門
で
は
技
術
の
霧
刺
激
さ
れ
る
か
ら
、
新
技
術
.
好 

ま
“

H

れ
て
、

工
場
建
設
I

資
本
量
の
増
大
傾
向
は
顕
著
1

。
技

術

の

費

は

、

逆
I

要
に
も
働
き
か
け 

.へ

r

i
 

t

ィ

i

l
化
し
て
い
1

2

お
い
て
、
製
品
の
標
準
化
，•
均
質
化
に
よ
っ
て
需
要
を
大
量
化
•
安
定
化
さ
せ
て

“

：

l

i

 

I

費

I

f

と

墨

刺

醫

係

で

h

M

H

i'
t

u

讓

「

必
耍
資
本
量」

の
階
層
性
を
蹇
す
る
こ
の
関
係
を
み
る
と
、
ま

ず

技

術

の

養

と

も

な
1

規

に
、
a

l

l

 
霧

 
I

I

、
|

|

よ

「

I

I

I

 

'、
.

：

I
 

ノ 

I

f

ィ
ヤ
チ
r

s

,

よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
系
化
学
肥
料
に
お
い
て
、

霧

経

f

」

m

れ
I

I

I

に
、

靈

模

と

く

夏

ら

墨

は

、

I

f
a
r
h

す

業

が

装

置

産

1

る
た
め
、「

固
定
的
不
変
資
本
充
用
I

約」

、I

に
存
在
す
る
産
業
で
I

で
、

こ
の 

規
役
の
経
済
性」

を
享
受
す
る
よ
ぅ
設
備
襲
の
拡
大
が
促
さ
れ
て
い
る(

I

I

階
層
の
篇
と
I

層
I

ラ

ス

の

「

規

模

の

経

済 

£

は
、
前
稿
お
よ
び
本
稿
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
.な
か
っ
た)

。
|

階
層
の
諸
産
業
の「

規
模
の
経
済
性」

は
、
翦

o

■お
よ
び
本
稿
に
お
い
て
も 

実
I

れ
な
力
っ
た
力

乳
製
"
' 
製
粉
、
ビ
I
ル
.、

家

庭

電

機

、
.
ベ

ア

リ

ン

グ

お

よ

び

精

糖

産

業

の

平

均

工

場

保

有

数

を

み

て

も

わ

か
 

”
よ
〃
こ
れ
ら

S

I

竺

i

の
i

.

i
し

い

契

よ

？

I

t
分
散
化
し
た
方
が
崖
'.

I

s
上
S

I

門
で
あ
る
た 

め
こ
工
場
建
設
必
要
資
本
量
が
相
対
的
に
小
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
ぇ

る

で

あ

ろ

ぅ

。

さ
て
、
次u

、

I

門
ご
と
I

豪

量

I

I

規
f

l

大
き
さ
の
側
I

る
と
、
付
表
⑵

i

l

門
の
生

産

出
荷

わ
が
国
表
爱
占
産
業
に
お
け
る
競
命
と
独
！Q

I
T
T

 

-

i
 

( 

六

九(

一
四
八
一)



七
〇

(
一

四
八
ニ)

額

(
需
要
の
大
き
さ
を
み
る
う
え
で
.こ
れ
は
適
当
で
は
な
い
が
、

こ
れ
は
次
稿
で
み
る
よ
う
に
而
倒
な
計
測
を
必
要
と
す
る
の
で
、

..
-
便
宜
上
生
産
出
荷
額
を

使
う 

こ
と
に
す
る
こ
れ
に
よ
っ
て
も
各
部
門
の
需
要
の
大
き
さ
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

)

に
よ
れ
ば
、
第

I

階

層

の

そ
れ
は
、

ア
ル
ミ
精
錬
を
の
ぞ
い 

て
や
は
り
圧
倒
的
な
高
さ
で
あ
る(

最
低
四
千
四
百
億
円
、
最
高
ニ
兆
六
千
億
円)

。
第
1
3階
層
の
そ
れ
は
、
第
I
階
層
の
.そ
れ
よ
り
も
一
段
階
低
い 

(

板
ガ
ラ
ス
を
の
ぞ
く
と
最
低
一
千
二
百
億
円
、
最
璧
千
二
百
億
円)

。
第
還
層
の
そ
れ
は
、
第
n
階
層
の
そ
れ
に
近
い
も
の
も
あ
る
が
、
総
じ
て
垃

I 

最
皇
千
七
西
億
円)

。
'」

の
よ
う
に
#

一
 

工
場
建
設
必
要
資
本
量

の

各

部

門

ご

と

，
の

階

層

性

は

、

生

畫

模

の

拡

大

の

程

度

ば
 

か
り
で
な
く
需
要
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
強
く
規
定
さ
れ
る
の
'̂

あ
る
。
.
' 

ソ

と
こ
ろ
で
三
つ
の
階
層
に
わ
た
る
各
産
業
の
商
品
の
使
用
価
値
的
性
格
を
み
る
と
、
単

一
工

場

議

必
要
資
本
量
の
大
き
さ
と
そ
の
商
品
の
使 

用
価
値
的
性
格
の
間
に
は
興
味
あ
る
関
係
を
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
冚
階
層
の
相
対
的
に「

必
要
資
本
量」

が
小
額
な
部
門
で
は
、
ベ
ア
リ
ン 

ク
を
除
く
す
へ
て
の
诏
严
の
商
nil
l
が
消
費
手
段
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
.

(

ビ
I
ル
お
よ
び

飲
用
牛
乳
.

は
、
消
費
手
段
。

砂
糖
食
用
油
、
小
安

粉
、
グ 

ル
タ

ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
.

一
部
は
消
費
手
段
用
原
材
料
に
な
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
消
費
手
段
。
家
庭
電
機
お
.よ
び
フ
ィ
ル
ム
の

一
部
は
サ
ー
ビ
ス
部
門

西
の

固 

宠
設
访
な
、
し
労
做
手
段
に
な
る
ガ
消
費
手
段
部
分
も
多
い)
。

第
^
階
層
の「

必
要
資
本
量」

が
相
対
的
に
大
き
い
部
鬥
の
商
品
は
、

い
ず
れ
も
消 

費
手
段
用
、
労
働
手
段
用
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
部
門
用
の
原
材
料
で
あ
る
。
第
I
階
層
の「

必
要
資
本
量」

が
®
大
化
し
て
い
る
部
巧
の
商
品
^
、
 

鉄
鋼
、
•石
汕
化
学
、
ア
ル
ミ
精
錬
の
ほ
と
ん
ど
が
労
働
手
段
用
if
：
'乾

、
石
油
精
製
がS 4

や
d

、
造
船
お
よ
び
自
動
車
が
.
於

豪

で 

あ
る
。

こ
の
よ
う
に「

必
要
資
本
量」

と
商
品
の
使
用
価
値
的
性
格
と
の
間
に
は
、「

必
要
資
本
量」

が
巨
額
な
部
門
か
ら
小
額
な
部
門
に
な
る 

に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
商
品
は
、
労
働
手
段
用
原
材
料
の
主
要
な
も
の
お
よ
び
労
働
手
段
か
ら
、
消
費
手
段
用

な

い

し

労

働

竽

段
用

の

原

材

料

へ

、
 

さ
ら
に
消
費
手
段
へ
と
変
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
商
品
の
使
用
価
値
的
性
格
がr

必
要
資
本
量」

の
大
き
さ
と
強
い
相
互
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
商
品
の
使
明
；11
1|
値 

-̂
-̂
:
格
が
1*
要
の
大
き
さ
を
規
定
し
、
需
要
の
大
き
さ
が「

必
要
資
本
量」

の
大
き
さ
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
関
系
で
理
嘴
さ
れ
る
。
.

.

f
の
仗
用
篡
的
性
格
が
霞
の
大
I

を
蹇
す
る
と
い
う

関
係
は
、
具
体
的
に
は
研
究
プ
ラ
ン〔

D
1

〕
霧

の

規

模

お

よ

び

S

謹
 

の
業
極
I

成
の
節
で
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
る
予
等
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
商
品
の
使
用
価
値
I

I

雲
の
大
き
さ
を
規
定
し
、
そ

の

も
 

と
で
商
が
の
使
用
偭
値
的
性
格
と「

必
耍
资
本
量」

Q
.

大
き
さ
と
に
か
な
り
明
確
な
関
係
が
き
こ
と
を
讓
し
て
お
き
た
い
。

b

,

-の
よ
う
に
各
産
樂
の
生
慶
模
の
拡
大
の
程
度
霧
の
大
き
さ
、
お
よ
び
需
要Q

大
き
さ
を
規
定
す
る
商
品
の
使
用
価
値
的
性
格
等
、
 

「

必

要

资

產」

の
靈
化
を
規
定
す
る
条
件
を
具
体
的
I

察
し
て
み
る
と
、「

I

資
本
量」

Q

階
層
化Q

内
容
が
具
体
的
に
把
握
さ
れ
る
。
 

す

な

わ

ち「

必
要
資
本
量」

が
應
大
化
し
て
い
る
第
I
階
層
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
産
業
も「

規
模
の
経
済
性」

が
顕
著
に
存
在
し
、
そ
の
も 

と
で

；：：r
1

エ
格
の
生
産
規
模
が
著
し
く
拡
大
し(

鉄
鋼
、
石
油
化
学
お
よ
び
ア
ル
ミ
精
錬
で
は
Is
直
的
統
合
形
態
と
し
て
も
拡
大
し
て
い
る)

、
し
か
も
こ
の 

生

産

襲

の

拡

大

が

大

量

で

费

に

よ

っ

れ

て

お

り

、
こ
の
よ
う
な
炭
で
大
量
な
雲
が
そ
の
I

の
も
つ
使
用
価
値
的
性 

格

i

手
段
用
原
材
料
の
主
要
な
も
の
、
労
働
雲
お
よ
び
テ
不
ル
ギ
丨
手
段)

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、「

必
要
資
本
量」

が
應
大
化
し 

て
い
る
の
で
あ
る
。「

必

麗

本

量」

が
相
対
的
に
大
き
い
第
n
階
層
に
お
い
て
は
、

こ
の
部
門
で
も「

規
模
の
経
済
性」

が
著
し
い
た
め
生
産 

規
模
の
拡
大
が
か
な
り
進
展
し
て
い
る
が
、

雲

I

第
I

階
層
の
そ
れ
よ
り
も
一
段
階
低
い
た
め
に
、

.

.「

必
要

'

資
本
量」

が
第
I

階
層
よ
り
は 

相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
第

n

醫

の

囊
Q

I

は
第
I
階
層Q

.

一
 

f

 

_

と
同
じ
よ
う
に
原
材
料
で
含

な

が

ら

、

管

階
層
の
産 

業
の
需
要Q

大
き
さ
が
、
第

I

階
層
の
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
の
.は
、
第

I

階
層q

鉄
鋼
等
は
広
姿
需
要
部
門
を
も

つ

の
I

し
て
第 

n
好
層
の
，
産
業
の
麗
窗
門
は
特
■

讓

部
！：

に
主
力
を
置
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「

必
要
資
查gj」

が
相
対
的
に
低
い
第
m 

階

層

て

は

需
要
が
相
対
的
に
低
い
た
め
に
単
一H

場

の

唐

規
模
が
.小
さ
く
、
し
た
が
っ
て
単
一K

場
建
設
必
要
資
本
量
が
相
対
的
に 

小
額
に
な
っ
て
い
る
部
門(

食
用
油
、
7
ィ
ル
ム
お
よ
び
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
I
ダ)

と
、
雲

量

は

第

n
階
層
の
諸
讓
の
そ
れ
に
四
敵
す
る
ほ
ど
あ 

り
な
が
ら
、
そ
の
商
品
が
消
費
手
段
で
あ
る
と
い
う
性
格
か
ら
消
費
地
に
近
い
エ
場
が
輸
變
用
上
有
利
に

な
る
の
で
工
場
の
分
散
化
が
產
さ
 

れ
る
た
め
、.
単
一
工
場
必
耍
資
本
量
が
相
対
的
に
小
額
に
な
っ
て
い
る
部
門(

f

ル
、
.：：
霧

、
產

電
機
、
製
粉
お
よ
び
乳
I

)

と
が
あ
る
。
以 

わ
が
国
主
要
霖
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈢ 

ヒ
‘

(

一
四
三



'

1
 

七
ニ 

(

一
 

四
八
四)

-の
説
明
で
例
外
的
な
第
I
階
層
の
ア
ル
ミ
精
錬
と
第
n
階
層
の
板
ガ
ラ
ス(

と
も
に
需
霊
l

m
階
層
に
分
類
さ
れ
る
ほ
ど
に

小

疆)

お

に

K

第
m
階
層
の
ベ
ア
リ
ン
グ(

第
層
の
商
品
の
使
用
価
値
的
i

る
翼
手
段
で
な
く
、
l

i

s

l

働
i

l

)

に
つ
い
て
ふ 

れ
て
お
く
と
、
前
者
の
一
一
.産
業
は
、
靈
は
少
く
と
も
生
産
規
模
の
拡
大
が
著
し
い
の
で
.「

必

要

資

本

量

」

が

層

に

な

る

の

で

”

後

者

の
へ
ア
リ
ン
ク
は
論
手
段
用
原
相
料
で
は
あ
る
が
そ
の
商
品
が
特
殊
な
部
品
と
V

霧

量

が

絶
対
的
に
少

い

商

品

で

あ
る
た
ろ
、

資
本

量」

が
小
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

f

上
に
ょ
っ

$

一
 

工

場

謹

資

產

の

醫

化

の

議

と

階

層

化

を

規
定
す
I

条
件
が
明
ら
窆
さ
れ
た
と
思
它
る
。

企
業
が
準
一
工
場
形
態
ょ
り
も
唐
•

簾

費

用

上

、
多
数
工
場
形
態
を
と

っ
た
方
が
有
利
な
部
門
で
は.「

H

場
あ
た
り
必
要
資
本
量」 

の
ぅ
ち
の
m
定
資
本
謂
分
.は
単
王
場
建
設
必
要
資
本
量
の
何
倍
か
に
な
る
。
こ
の
多
数
工
場
制
企
業
の
実
態
は
す
で
に
く
わ
し
く
の
べ
ら

1 

た
の
で
こ
れ
以
上
く
わ
し
く
分
析
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
タ 

^

■
(H
以
上
は
、

「

工
場
あ
4

の

必

雲

本

1:
'」
の
分
析
で
あ
る
が
、
次

に「M

あ

た

り

の

必

要

資

本

量

」

を

考

察

す

る

と

、

こ

れ

ま

、
.
ニ 

項

で

、
ぬ

へ

ナ

ょ

.

t

あ
る
4

へ
の
参
入
に
企
業
が
必
要
と
す
る
資
本
量」

.を
十
分
算
出
す
る
資
料
が
な
い

の

で

、

「

使
用
総
資
本
I」

で

H

p

p

y

 

の 
一
 

I

I

 ぎ

「

I

I

I

 産

〔

A〕

_
一
 

企
業
方
ナ„

一
 

千
，̂
円
以
J
の

「

使
用
稔
資
本」

，を
必
要
と
し
て
い
る
産
業
I

鉄
鋼
、
重
電
機
、
造
船
、
自
動
車
、
北
学

肥
料
お 

〔

B〕

一
 

企
I

た
り
五
百
億
円
か
ら
一
千
億
円
ま
で
の「

使
用
総
,

量」
を
必
要
と
し
て
い
る
産
業
I

石
油
精
製
、
家

庭

屢

、
板
ガ 

§

一
 

企
S

た
り
一
二
百
億
円
か
ら
i

億
円
ま
で
の「

使
用
総
資
本
量」

を
I

と
し
て
い
る
囊—

ア
t

譲

、
惪
車
タ
イ
ヤ

チ
ュ
丨
ブ
、
.麗
ヶ
丨
ブ
ル
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
丨
ダ
、
セ
メ
ン
ト
お
よ
び
紙
パ
ル
プ

§

一
 

企
業
あ
た
り
一
百
億
円
か
ら
三
百
億
円
ま
で
の「

使
用
総
資
本
量」

を
必
要
と
し
て
い
る

産
業—

乳

製

品

、

ベ

ァ

リ

ン

グ

、

フ
イ 

ル
ム
、
製
粉
、
塗
料
、
.
イ
ン
キ
、
時
計
、
精
糖
お
よ
び
食

用

油

こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
、
倉
業
の
廳
企
業
が
平
均
し
て
ど
れ
だ

け

の

「

使
用
総
資
本
量」

，を
必
要
と
し

て

い

る
か

、

そ
の

も
と
で
参
入
企
業 

力

こ
れ
ら
の
寡
占
企
業
と
対
抗
し
て
ゆ

く

た

め

に

は

、

ど
れ
だ

け

の

「

使
用
総
資
本
量」

.

I

要
と
な
る
か
と
V

点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
で
あ 

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

一
般
に
一
企
業
あ
た
り
Q

.

I

I

Sう
ち
で
固
定
資
本
部
分
が
f

大
I

部
分
を
占
め
る
か
ら
、
先
に
み
た
工
場
建
f

 

I

本
量
と
こ
の
一
企
業
あ
た
り
平
均
の「

使
用
総
資
本
量」

と
の
間
に
は
.一
定
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
単
一
工
場
、I

資
本
量
に
よ 

っ
て
階
層
分
類
さ
れ
た
産
業
と「

使
用
総
資
本
置」

に
よ
っ
て
階
層
分
類
さ
れ
た
讓
と
を
順
位
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
は
明
I

I

関
f

 

1

れ

な

し

と

く

I

庭
電
機
と
化
学
肥
料
の
順
位
の
変
動
が
き
わ
だ
っ
た
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
固
定
資
本
部
分
と
し
て
於 

一
.
-場
建
設
必
要
資
本
を
と
り
多
数H

場
依
企
業
に
お
け
る
か
を
各
建
設
必
要
資
本
量(

こ
の
場
合
に
は
固
定
資
本
部
分
は
単
王
場
の
そ
れ
の 

)

を
と
ら
广
力
っ
,
こ
と
に
も
よ
ろ
う
力
な
に
よ
り
も
ニ
項
で
の
ベ
た
よ
う
に

「

使
用
総
資
本
量

」

に
生
産
多
角
化
に
よ
る
本
稿 

で
対
象
と
し
な
い
部
門
の
資
本
|

加
分
が
入
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る

。

付
表
⑶
を
み

る

と

、

證

率

が

ー

0
%

以
上
の
生
産
多
角
化
が
麗

し
 

て
り
る

産

業

は
I

、
タ
イ
ヤ
チ

ュ
丨
ブ
、
化
学
繊
維
、
造
船
、
鉄
鋼
、
化
学
肥
料
、
I

機
お
よ
び
民
生
用
電
機
で
あ
る
。
と
く
に
化
学
肥 

料
と
電
機
讓

の

兼
業
率
が
著
し
く
高
い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
I

稿
で
対
象
と
す
る
部
S

H

場

議

必
要
I

量
と
、
本
稿
の
対
象 

部i：

の
生
産
多
角
化
に
よ
る
資
本
の
増
加
分
を
含
む「

使
用
総
資
本
量」

と
の
囊

順
位
の
く
い
ち
が
い
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に「

使
用
総

資

產」

は
、
生
産
多
角
化
に
よ

る

い

く

つ
か
の
製
品
を
生
産
す
る

資

本

を

含

む
の
，で

、

そ
れ
は
、
あ

る

製

品

の

恵

へ
の
参
入
に
I

な 

一<
1

春

S

響

み

る
？

論

署

い

。
I

I

察
し
|

|

_

|

、
I

た

备

わ
が
国
主
要
数
占
産
業
に
お
け
る
競
-̂

と
独
卜
-
7

—
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(
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七

四

(

一
四
八
六)

.

雲
本
量
の
う
ち
の
固
定
資
本
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
る
部
門
に
限
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
参
入
障
壁
研
究
で
太
同
一 

市

場(
そ
の
商
品
の
使
用
価
値
が
同
一
で
あ
る
、
な
い
し
代
替
性
が
き
わ
め
て
強
い
商
品
の
市
場
を
同
一
市
場
と
み
る

)

の
競
争
の
論
理
か
ら
し

て

、

こ
の

工
場
建
設
必
要
資
本
量
が
藝
视
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
参
入
障
壁
研
究
で
は
こQ

H

場
議
必
要
資
本
量
を
中

、い
に
し
て 

考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
：

泗

乳

製

品

(

飲
用
牛
乳)

の
ニ
項
で
も
の
べ
た
よ
う
に「

必
要
資
本
量」

と
売
手
集
中
度
お
よ
び
企
業
規
模
構
成
と
か
ら
分
類
さ
れ
る
市
場
形 

態
と
の
間
に
は
一
定
Q

S

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

.

よ
う
な「

必
要
資
本
量」

と
市
場
形
態
と
の
関
係
は
次
稿
の
研
究
課
題
に
属
す
る
が

、
 

本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
う
る
I

に
お
い
て
夏
す
る
.と
、
第

一

表

葛

欄

に

素

さ

れ

て

い

る

よ

盖「

I

資

產

」

と
市
場
形
態
と 

の
間
に
は
興
味

t

相
圏

係

を

囊

す

る

こ
と
が
で

I

。

「

I

資
本
量」

が
I

化
し
て
い
る
第

I

階

層

の

靈

I

代
I

製
品
の
市 

場
は
鉄
鋼
と
自
肇
の
小
型
四
輪
を
の
ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
高
位
な
い
し
中
位
の「

合

歡

か

」

市
場
で
あ

る(

な
お
鉄
鍋
は
多
品
種
市
場
で
あ 

り
.

ォ
稿
の「

必
S

本
量」

S

出
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
含
め
.た
鉄
鋼一

貫
5

と
し
て
考
察
し
た
た
め
代
表
製
品
は

選
択
し
に

く

い

。

ま
た
息
準
の
う 

ち
普
通
辟
は
高
位「

全
謂
寡
占」

で
.あ
る)

。「

必

麗

本

量」
.
が

相

対

的

に大
き
い
第

n

階
層
の
諸
讓
の
市
場
は
、
そ
の
高
い
順
に
合
成
繊
維
か 

ら
セ
メ
ン
ト
ま
で
が
い
ず
れ
も
高
位
な
い
し

中

位

の

市

場

で

あ

り

、

そ
の
下
位
の
自

轚

タ

ィ

ヤ

チ

r

ブ
と
ァ
ン
モ 

>ー
ァ
系
化 

学
肥
料
力
高
位
な
し
し
中
位
の「

甜
分
寡
占」

市
場
で
あ
る
。

「
必

要

資

產」

が
相
対
的
に
低
い
第

m

階
層
の
製
品
市
場
は
、
ビ
I

ル
お
よ
び 

フ
j

'A
を
の
ぞ
け
ば(

こ

の

豪

の「

全
部
寡
占」

化
の
麗
は
製
品
差
別
の
項
の
分
析
を
必
要
と
す
る
。

)

、
い
ず
れ
も
高
位
な
い
し
中
位
お
よ
び
低
位 

「

部
分
寡
占」

で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
階
層
に
い
た
っ
て
は
じ
め
H

「
部
分
寡
占」

、が
登
場
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に「

必
要
資
本
量」

が 

巨
ぎ
ィ

し
て
し
る
謂
ド
で
は
市
場
は
少
数
の
大
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
市
場
占
拠
率
が
望
の
高
さ
を
も

つ

、

L
わ
ゆ
る
ー
全
氣
1と
に
な
っ
て
お
り
、「

必
要
資
本
量」

が
职
対
的
に
小
額
な
部
門
で
は
そ
の
市
場
は
、
少
数
の
大
企
業
に
よ
っ
て
ほ
と
ん 

ど
、
な
い
し
か
な
り
支
配
さ
れ
な
が
ら
も
中
小
企
業
の
併
存
の
余
地
を
残
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る「

部
分
寡
占」

に
な
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

よ
う
な
”

場
の
企
業
規
模
構
成
に
関
し
て
前
稿
H

第
二
表

(
一

-

5

5

を
参
照
す
れ
ば
、
第
I

階
層
と
第a

階
層
の「

全
部
寡
占」

市
場
は
、
 

い
ず
れ
も
中
小
企
業
の
併
存
•

辺
存
を
許
さ
な
い
巨
大
企
業
お
よ
び
大
企
業
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま

た

r

部
分
奮

」
市
場
に
な
っ
て
い
る
第
n
 

階
層
お
よ
び
第
10
階
層
の
市
場
は
、
い
ず
れ
も
中
小
企
業
の
併
存
•
迈
存
を
許
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に「

I

資
本
量」

と
市
場
形

態

と

の

間

に

は

.か

な

り

明
確
な
関
係
が
み
い
だ
せ
る
。
こ
れ
は
、
必
要
資
本
量
が
蜃
化
し
て
い
る 

尚
門
で
は
参
入
企
業
は
大
企
證
限
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
既
存
義
の
存
立
も
大
企
業
に
墨
さ
れ
る
し
、
そ

の

生

靈
f

大

義

に

な 

る
の
て
必
要
汁
場
占
搬
率
も
相
当
な

高
さ
に
な
る
こ
と
か
ら
起
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
反
対
に
必
麗
本
量
が
相
対
的
に
小

額

な

部
門
で
は 

4
づ
企
業
の
残
存
.
ず
生
の
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
市
場
孩
遍
ゥ
く 

q

し

、
分y- 

は
、
次
稿
の
実
証
的
分
析
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
正
確
に
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
と
れ
以
上
立
人
ら
な
い
。
本
稿
で
は「

必
要 

資
本
量」

の
巨
額
化
し
て
い
る
部
門
で
は
、

そ
の
市
場
は「

全
部
寡
占」

に
な
っ
て
お
り
、
，

「

必
要
資
本
量」

n

r'

小
額
な
部
門
で
は
そ 

の
市
場

は「

部
分
寡
占」

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
指
摘
に
と
ど
め
て
.お
き
た
い
。

、

以
上
わ
が
国
の
主
要
寡
-n

r

産
業
に
お
け

る「

必
要
資
本
量
,-

と
そ
の
階
層
性
の
^

^

態
、
右
よ
び
.「

必
要
資
本
量」

と
市
場
形
態
と
の
関

必
要
資
本
量
S

大
化
は
、

一
部
少
数
の
•
信
用
麗
の
利
用
に
よ
っ
5

大
I

本
を
調
達
で
き
、
内
部
蓄
積
力
も
翁
.
大
企
業
の
み
に 

参
入
を
制
限
す
る
の
で
き
。
ま
た
必
雲
本
量
S

大
化
は
、
大
量
投
資
に
と
も
な
う
危
險
性
t

つ
の
.で
、
こ
の
危
険
性
を
十
分
に
力
、、
、

—

 

で
き
る
大
<

1

1
 叉
を
制
限
す
る
の
2

る
。
そ
れ
ゆ
免
、
I

資
本
量
の
■

化
は
、
あ
ら
ゆ
る
_

■

し
I

叉
讓
と
な
る
の
で
な 

く
少
数
の
ー
剧
の
大
企
業
に
参
入
を
制
限
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
.お
き
た
い
。
そ
こ
で
必
要
資
本
の
臈
大
匕
が
参
入
障 

壁
と
し
て
作
用
し
て
い
る
議
I

定
す
る
た
め
I

、
第
一
.に
な
に
よ
り
も
必
要
資
本
量
が
庞
大
化
し
.て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
な
け
て
ば
と 

ら
な
し
必
雲
本
量
の
應
太
化
は
ど
こ
ま
で
を

.愿
大
と
い
う
か
と
い
う
意
味
で
明
確
な
規
準
が
な
い
の
で
、
第
二
に
必
要
資
本
量
の
_
大
匕
^
, 

わ
が
国
主
要
藤
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
目

七

五

(
「

四
八
七)



七

六

(

一
四
八
八)

参
入
を
大

I

に
限
定
す
る
と
い
ぅ
こ
と
を
霊
.
し
て
.、
当
該
市
場
に
お
い
て
は
中
小
<

1
の
参
人
お
よ
び
證
的
存
立
が
困
難
で
あ
り
、
そ
の 

市
杨
は
4
づ
企
業
の̂

-

存
•

辺
存
を
許
さ
な
い
大
企
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
規
定
し
て
お
く
必
要

'

^

;

あ
る
。

'
こ
の
二
つ
の
必
要
条
件
を
満
た
す
産
業
は
、
第

I

階
層
の
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
嘉

車

、
石
油
精
製
、
ァ
ル
ミ
精
錬
お
よ
び
造
船
だ
け
で
な
く
、
 

第
n

附
層
の
合
成
繊
維

(

ナ
ィ
ロ
ン)

紙

ハ
ル
フ(

紙
パ
ル
プ
一.
貫

盡

を

条

件

と

し

、
.さ
ら
に

紙
生
'産
で
は
大
量
生
産
品
種
の
洋
紙
生
産
を

条
件
と
す
る

)

、
 

板
ヵ
ラ
ス
お
よ
び
セ
メ
ン
ト
の
霊
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
を
わ
た
く
し
は
現
在
の
わ
が
麗
占
囊
に
お
い
て
必
要
資

本

量

の

蜃

化

W
 

参
入
障
壁
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
産
業
で
あ
る
と
規
定
す
认
。

'

な
お
必
羃
本
量
の
■

化
が
、
蜃
の
資
本
の
調
達
可
能
な
資
本
に
と
っ

て
は
参
人
障
壁
と
I

な
い
こ
と
は
す

で

に

述
べ
た
。
現
実
に
こ 

れ
ら
の
産
業
の
な
か
に
は
、
本
研
究
の
対
象
と
す
る
昭
和
一一一0
年
代
5

い
て
も
、
.多
く
の
参
人
が
み
ら
れ
I

f

あ
る
。
た
と
4

石
油
化 

学
、
自
動
車
、
石
油
精
製
、
7
ル
ミ
精
錬
、
合
成
繊
維
お
よ
び
板
ガ
ラ
ス
に
お
い
て
。
こ
れ
ら
の
産
業
に
お
け
る
参
入
を
產

す
る
要
因
の
分
析 

は
参
入
障
壁
の
形
成
要
因
の
分
析
の
終
っ
た
あ
と
の
研
究
プ
ラ
ン〔

C〕

で
展
開
さ
れ
る
。
.

ま
た
必
要
資
本
量
の
應
大
化
が
参
入
障
壁
の
形
成 

.
要

因

の

ぅち
で
い
か
な
る
比
重
を
も
つ
か
と
い

ぅ

麗
も

、

こ
れ
ら
の
諸
要
因
が
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
後

に

展
開
さ
れ
る

。
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2
 

eh

本

麗

銀

行『

調
f

報』

一
九
六
六
年
九
月
号
所
収「

主
•要
装
置
産
業
に
お
け
る
設
備
大
義
化
.
の

動

向

と

ス

ヶ

丨

ル

ァ

ッ

プ

o

r

(

3)

行
政
管
理
庁『HI

本
標
準
産
業
分
類』

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

4)

鉄
鋼
速
盟『

鉄
鋼
界』

一
九
六
五
年
一
一
月
号
、
松
下
俊
明r

米
国
鉄
鋼
業
の
設
備
投
資
動

向」

。

(

5)

前
掲
、
開
銀『

調
靈
月
報』

三
七
頁
。

.

(

6)

今

刃

則

義

他

編

『

独
占
価
格

』
(

現
代
日
本
の
独
占
資
本
2
、
至
誠
堂)

一
ニ
七
頁
。

(

7)

束
洋
経
済

『

-

統
計
月
報』

一
九
六
七
年
八
月
号
、
七
頁
。

(

8)

産
業
偁
造
調
进
会『In

本
の
産
業
檇
造』

第
乂
卷
；
三
三
七
頁
。
 

' 

.

9)

化
学
経
済
研
究
所
編『

化
学
製
品
の
実
際
知
識』

一
九
六
六
年
一
一
月
刊
、
三
九
頁
。

(
S
)
『

食
馨
理
統
計
年
報』

、『

国
税
庁
統
計
年
報』

お

よ

び『

工
業
統
計
表』

企

業

編(

い

ず
れ

も
一

九

六

六

)
よ
り
。

(

U)

日

產

済

調

窗

響

編

『

日
本
の
食
品
工
業』

、
至
誠
堂

、

一
九
六
六
年 

一
二
月
3

 

二

三

頁
。

.

(

12)
『

有
価
証
券
報
告
書』

一
九
六
四
年
下
期
よ
り
。
 

.

(

13)

北
原
勇
前
掲
論
文
、一 

ニ
ニー

 
一
二
兰
頁
を
参
考
に
し
た
。

「

I

本
i

f

 
i

l

f
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と
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る
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し
か
し
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わ
が
国
主
喪
激
占
産
業
に
お
け
る
競
^
と
独
占̂
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